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凝合合併について感ずること

相宅省吾

二の－ケ吊曙ど、観衆休み乞水、文化県め妹寮郵親し＼たり、学会尊で衷歩

くこと部費かった9　②十河東に練、毅章句大濠を喝着静養衆虚位葦北草、徒

者金魯蛮声や松山珍轟人、㊤十一閂始虔圧は、猟の埋立嘉の羅単、ノ＼囁製錬

日立造船、関西藍音等定席学する廉漆に悪者れ．③責に観鮭夢会で膚弼上野

の積木観後学苛ヒ行って　掃って寮毛筋であ葛．そしてL T常ぞ勿曙C彪料

の簡素考より、承学珍渡合画題やて町こともならきまきま誼ことが射こ机、

て蒸けと云かれた9号、色々考ノL奄がら泉に滞ってみると、④我々観亀麦や

っている八に蛙羅¢衆せないニュース、常韓打ヒ呉署絡巧合併が艶著されて

いた。こ巧磯に、何寒舟かわリあいの食いわ千一か〝カ得策わでの時日二＿　呵つ

め経験を渡して渡合え琶ろ孝について秀え為の事また牽東のある二七であろ

′上

蓋表財閥の爽点新若衆は、判子銅山の教範よ　艶発とて乗直轄に魚や怒企

衆水悪求て行ったっ　狩に寒々に呵袴勿東い化学工巣は、乾山の吾（∫♂zJ盈

除くため盈教亀鑑ノ上　菅にこれを死者等¢紅料にすることから衷発も、アル

き二ウA、アグリロニトリ献　本プリエチレン．ポリプトロピレ　ゾ、最化ビニル

ナイ打ソ夢寮絆をるカタロラクダム迄作って目方，しかもそれ水、すべて観

官■∵ソ巧饗である立　冬工帝カr大きな番痘ぽきんで／♂♂号柊の薮姥に藩てわ

れており、喜l＼にノヾイ予をもって篇婚約に塵なっている。し訊宅、教年前に

薦てら私産新鋭工簡弁節目い敦準の蛍蓼のためスグラ＼ソ予化された巧童、冒

¢考たり箆葛につけて事、鹿茸かわ露盤、東条に生きて行かねぽば　らら育L、

工費の、狩に起草工礫勿すぎ表しさとか、また換金カ、エソビナ㌦トの舞郭

鮭ヒ蓋える事の老っくす叫く舞えさせられ史。

糞に硬の胃は恕止‖二行った。三G言動二近い黎鹿に建てられた帝人巧アセ

テート工琴、樽にチトロソエ塚は、老犬牢番萄人帝巧塩花野生の中晩であっ

た席料のテレフグルメ観戦を¢主な三有家、ヘンケル壊、メタ紗キンレy領此

喝、ハ仙キュレ不壊がすヾて7秒選萄し　てぶり、すわ～ノヒ温んだタンク蕗で、

ぼ、整合が腎なわれ、雫に移大窪蟄窃奥量が作られてい竃。二二に㊨琴解よ

り窺鼻息の観呑め工程．ぼ終辞意科単款がクエ草や寮金で診る唸・卦リで竃く、覆

る人声はか萄い案じ　さを奉って苛々にきっ　て泉るもめをもっ　てい瓦
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有利
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，あっ
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東で、

泰阜よ

、　宛

かたがた【鶉ヒ東たいかL負う尊であったタ　紘計は多望よノノ蚤に薦曙卦′てこき

、・　一一　　一　　・、　・・　　　一　　、　・　　　　　　一　　　・■　、　　　・一

三　′　　惑－し．i－：●　－　ノ　ミ・・二．－ベ　・　・・．・●・、・　・：こ　　　．：　・●

ド、、タグ、菓こ牽韓一招照帯電書功　∠♂　♂有KW巧未熟等酢を範と翠を礫って

撃てま丈‥つた二　二若し二招工黄塵帝が十身罷カモ発蒸し囁あたあ、藻琴覇虎簸

泥下一二麗む関頭か〆拳に皇牽老取り来す牽ヒ怒るであろろ。てしてエ東涯蚤

早発秦化先日二は戒正したいニk急募をおって番じ　宅のてあ嵐

さらに繚同番威終学会があった功で階瑚天草め嘩軽挙帝に行ったっ　二二は

養う迄も巻く環々巧草野ヒ晃車巌である。青い感材や承将は竜勿電影は喝克

てばい点が欽帝の養輝度紆蔑凍り夏草きれていた古　学寄巧轟戴、学畢巧簡巨

は療寒村電線鮭より、工襲東電厳鮭〔五学科う　雫に高分子（飾見所jに産金

章二懲常レていた。そして互再二碑かiて黄金必打を発蓉しよう　としている．

そしてこめ轟な二とは喪家功簡健学詔も工学部）についても云菟高率であ為。

さあに療旨のニュース、奉拝乱　発帯筋の金庫について、和二各々り豪社

の内常吐かモめ嘗細野め爽澤の麓歯について甘栗々には解ら符い　レ　ス町る

態育毛ない。　駕二家々に考えられ高二ヒは、これかあの鱗鮭はただ劇つの滞

ヒ林蔵ヒかナイロ上　洛盈吐か定言頼め会社でやってし＼ては戴立しない新造

簿帝は産んで泉一巨のではない舟と考えられる，

この稀にエ寮は、科挙揖衝は園分化、臍怒推す名と珂陣に解合化へ¢登を

歩んでhる，　たがウて教育というものもまたその乾れに逢ら　挙度豪承蒐

し1，喝ヤ巧草肇か磯鮭の守聡め筒膏にありながら、また範囲の筒分子句題華

の姥帝都にあり怨から、項に新し　い観絡め革命4時に塵遺し　ながら少しや発

最し竃かづ色と雪見る勿娃好打なる琴曲であろうか　之は大出こ甜菜する漣

昇竜あ春水＼これ竜すでに簿を乗したようこ層えて竃ら竃い．こか時報にか

いて東部争覇の華甲靡合へ¢番茶方針ヒ本草琴軍匂寒行考とが￥の転落を承

り憩見てか努ガが考を帝牒’二、三L葬儀巧喋々学帝句碑範が裾で奄蘇　た。二

の季繚鎖線尊者の点前にふさわし　い内容痘構える喪死野生多　め、発とすろ寒

努力しなくて療ならない．こかしよく衝く妙薬霞停滞ろ激し　いもめで萄瓦

獲乍公準転牽包疫乾して産着石はない′　ただを々4人豊の考えている蕨に視

藍の姥か白亀ヶ崎に移卸す方だけちはす暮さずこiじあ尾人々力萄葱を寮冴て

賓番優雀轟き新し　い大学を作り上げて行か握ぼ包めない．軍を常々分社兵法

益々鼠観化され髄牽よく頻繁化されて行く。ヤもてあやβ＼中電寄生軒筏無駄

詣存在は牽き打電くねって毅た．それか度合、合併℃買う脇り毎思適芯で率

一一　∫　－



ニ宗教ごて、名人が、また蚤纂藩が筆書を．毛〔て妓空薮いて符か齢紆嵩め

こ　し＼」■こ主1．

ノ・W〟ん・云′ヰtY′〆γ－メ叩く．戚・恥堺入超、＼Vがゝ′Ⅴ′〉＼、三㌦・軸やル■Ⅵ岬・瓜・、職．ノ血、馳郎勅ノげ■Yや．ノ小甘へ小一旬噌軌跡、す酬極沖頑＼ⅦゝW▲職■棚帆

す∴吏㍉㍉∴∴宣二
斎′

才 e乏　小棟薯斤－
葦淀2、3日琴束軍産旨する磯金星碍た。盈賓巧塵っ鼠環療窃車でいろい

ろ肴すいた翠嫁蓼いれ　琴につくのはやはり若い首座であるっ　戦線化学科に

芝藩巨てい石岡碍上、埠に衝撃や亀鑑琴に旨が移る1〝巌和こいって穴評、

登竜アβ敦匪拶版腰、痛感照準整酷である空目こ対し　荒野の釘汲めぞ〆‖ま短鮭

索で奄為．叉野函巧打鹿に綻べて㌦牽き二衆外項乗であるようだ。斉家は大磯

、．・・二二　一　一・・　　・‥t∴・　－■・　　、　二　一・．一、・　　、

号机で生活資が寮生烏、粗餐約にそうなるのか毛しれ射、っ　しかし㌦肯私は、

礫女達が宛乱舞亮よりれ　搾萱蘇ろうヒしているの事二つめ常田であろうか

・　　．　　・・　　・・・、・く・・－．・．、　t　　　　　　　　　・　・、

数容態葛につけようヒする蚤針まより撃いように雇え禿　てレてそうし　た毎

分にオブ高層磁慈kLHようなも唾から額鮭酷－な萎め鄭生れて乗るので経な

いだろうか了　解象昔廣繋ぎがそれてハて天孫＿　京都8号吐ヒ類字のす健ヒ

てほどちわガ賢しいかと衝かれたら、嘉は残念楓がら発売と奪えさる定常ない．

ニ机は題くまで、一硬韓であ上　策舞に計ブス私の垣罷紡毛易ニガ・町からき

た頗貫であ石うかわ、天乾　京覇の女性萄看，お安に召される乳

こんな二虹を舞えていると誓蜜の葛寮受思い乱した々　私が痺私考え尋常は

いクも東経巧率から媛まるよう妄∴

それだから、考竃たかたに言っておく，緒夜食町よされ　河を飲毛ちかと、

昏分密命の　ことで屠いわず－長い、何を萄ようかと冒命の舟らEd二ヒで思い

わずらう現。命は食物たま±牛　からた’度寒暦にまきるではない机

・・・：t　　で－　、：、．－∴．ナ　　　・

雫守ば督命にとって寒に髄等であるもりを求めずこ　あってやおくて㊨よい

で）章二と女帝と患穂に鹿めていることだ－ろうか。絡奉巧衣簡及発くとらえ

ィ、さとせず、㌢夢窓おりにあ葛観象巧め圭二把を敏かし　てい為孝か。手数韓な

・　　　　　　　　　・YIJ：．●　・　一一・　・‥、・一二㌧、・・・　†

．キー．・l・一・　　　　　　・　　．．

∴守雄カ．気象がモう　そある。貧者牟こえよサダトごそ畠で宣い吟だ、て㌦ば
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●　　　、、　　　　一　　　　　丁＼・●・、∴∴、●●　こ．　　　．・　　　　　．　　　・

・　　・－　　　√：＼・　‥・・・・．　　　＿・　　　　　　　　　・

蚤等番こされる完らば閏壌∈ある。贋匁牽占う廃り亀乳、こ弟ではき品も　い

－、　i′・　・一・一　　　　‥・・　　．　　・；　．i　－　　こ・・・　－′．、．

驚摩準喝と云うと八東すぐに花濠衣敦や選考を考える，新慣敏行や墜落賢

め華を考える〃　審額の革一風節電蔑豹を秀も。その′萄¢草簡慈しているうだろ

上恥

毛ラろん謁痔おやっを重安rる／つ恕ノ　法治巧打　と　ろそ爪妹子礫にとって

箕開署寺のである　しかし凰筆痩鑑寮賢くノヾからざ竃ものである

・　　　　　　．　　　　　　－．一・　　　　　　∴　、一　・・’、、　・一・　・・　・

しても左上こして宙、1どおらで事よいと首いたい，ただどちらを驚んでも、易

拶帝掃う　盈盈　蚤蚤でば上替った箪ヒ冠わγに、撃方7ることが太郎であ盈

医撃に簸ろ　が、裔発受　よ　が、金故勧め愛しよ　泰、生きるヒ伯　叔額

こおいて斥額　ないから㌫　泰時的花予めがないヒニスには、草野泰番愛車

宙由も草笛着なしトからてあも　官命にとって巽に必要な竜¢を亨がし麗し、

●・－、　　∴＿・二一・一∴：二・．●：も．一人●・一、、

毛る守等㌃ヨ∴　ア／レベルト・シュペイ＼ソ7㌦藤士が9ク額の喬木な名盤達

を珂じ＼を、私はその時ちようピークラス勿畠宿辛であり　そ巧死や覇礫◎辞し

し＼事務や、塾庫の帝之議もニ吐露ぬ東電かつためか現金てあ乱「軍歌すべ

き人蹄は7j　乙関われて了yユペイ、ンア〝」．打落jL寄入部争いと常くが、私

も￥¢㌦人である．アフリカで巧博士巧事糞や腰雷に河1て、アプリわ¢番

い世代から措．かなり　きびゝし　い地判次浜けちれているようであ観　号終わり

施判事わか為ような箆かするが＿　私様やはり薄まり人格kそ⑦生産に翳が下

る磨けHEす扁」　■「産へり喫毅くけ瑚滋か抜滋必j　こそ、私の生きようこする

禽恵¢猿も歴舞で、Lか葡固曙に貴も釈いはたあきてあ為，⊥

浄士は零と1線か巧者森を好んだか．夜行の尊痍ヒは卑見かてうと㊨宜す、－

盆命勿存在をまっこうから革めるぺlッハ竪琴も好蒙れたでうそあ尋。又素点

こせが穴牒紅㌦　東ら省ければなら充い句は、吐奉の環乗りが患いかわを．と

しかられるモうである．とにかく肇蜜電澄人だ●ったようだ。L尽し承珪この

肇冠三水大好きだ。あれや二郎や甘味符ヒ従って珂樽勿寅乳か霧、る葛分そら

る巧てよけいそう兎卓だ’ろうJ　この頃轟きかあってこて、号の女達ゑつらぬ

いて「【生へ＼　畏畏　寸　にヒ　きき　ここ　がガ　きたた　だろろ．釆やも博一士の生温を障

一一・　　　　一　　　　　・、　こ　こ．こ：・　　　二・、・●・．＼、　　て・●．
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プロムナード　〔5〕

3回生　中村隆博
貴賓とせ野手努ま妻に、蟹必唇くままに歩き馨る華である．元より鹿怒雨

音巨躯溜奪あijはしない。啓で事ない盤蹄の小±甘　みrぼらいい車悠飢こ膏

糖を勢か、しげしげと要で為等習あれば、野圏昇る蝉免じか　ダ香る正夢

す羊通り過ぎて行く凄事ある．観衆ヒは水煮そういうも珍だかわ。

一一一一一一一、1フロムナード・¢薦め玄キクにかえて声

帯く多田¢

サィオq†′唾

をめいき¢

寮に！．みて

かたぶるに

らら悲し

これはデ工ルレ二才句許老上野巌か訳韓した、覇者忍、、落寮’44－野て参

篭。上野薮のこの歌喪が、名訳である乞いわれ為所玖は寒々あると窟与が

私車券や斉えマ汝、そ招致呑生ぬる斬臥持、そら浸かぢリス、4感にあると恩

うブ　ヤカ肇はブェルレ㌦ヌ¢同じl諦め囁口大草による訳語吐地範すれば、堺

ら卦に怠るので狩ないかk患う，

歌要乳¢

ヴイオロン¢

療電布き敢数き

もめ轟きかなとみに

わがヱころ

筒＼為，

天草の欝等、教勿韓事．そ¢横河という点ては糞に恩変革ヒいめおけ寄る

まい，しかレ　大学や訳蓼には、救命ノjズー1ム惑ヒ欠ける偲あがあると思う。

貧　リスームヒ啓繋ヒいう雷策を傍ったので、ニ勿あたりから、句沌針ろ7日コろ

ナードめ歩み老連句て行きたいと思う。

誇、或いは更に常温約に蚤蘇りこ女ら枚かあるとすれば、てれ軋　今季げ

モ▲リ天童と帝窮てあると私は思う．短観これは－鶴的に害っ　たまや手、リ

キム藁が鱒欝より登が二柊して、それ野生鉢となっている年忌竜あ畝ぼl　穴、

一一　8　－－

聖二　こ

き　j　二

寮皇軍…≡

てムモ∴

轟∴乙　も

葛帝石‾

ヒ二二

亡　も二つ　二

番竜野乙」

て酌托■二

そして

£タ」∵

つモ＿方フ

る重宝感

・■ノ1∵

モヨ本．で竹

重＿つて、

畏斡澤つ

き志度卓

二く二

着えて．

年撃・

ナTで

夢帯努

て奉る

つ竜訝

瓦夏め

威生れ

もえぢ

ちらが

弓と亀

力みカて

よりトも

美考ヰ



享

鹿怨殖

花Jニ恐

竜⊥ヒ考

えて伊

帝であ

ら　が

る乞恩

ば、塀

桂ノ有る

怒う。

‾7：，ロム

争挙げ■

百、リ

ーー■　　一、・

二　一　　　　　　、　　・．●・、　　・・・　　：・．　　　　・・　　　　　・

寮を僻目二挙げれば二　象壷毘行力エレキヂタ‾で項努きれ為落準功薯泰阜

、、　．　‥　　　　　ト、・・■　ミ・－　●　－′　　・　　　　　、

：二　　　　　一・　・■　．　　　一・　　・、　　　　　・、・　　　・　　二　　・・

零碍竃笥めと害えるだろうや

ヒころで、作品雪路にも、この頃圃な皇榛とし　たもめ、リスームを主従こし

たもめ句二つがある線に．それ夜飯賓する乳　即ち鐘筆者に事そ勿リス▼ム仁

藩軒乙やすい八ヒ、席鍔に欝暫しやすい八と巧二つのダイア冴lある衆に懲うっ

て姫は叉、罷額崖味な〝つの髄尊者ヒ象立てた常食にも害い得る賓である。

そして　日本人はどうかというと、姥の民韓と比べて、リズ、Aより帝索を好

一1・・　　一　・二．、・．′二　　一．　　・　　ご　　二・．・一・　　　●＿　ぶ　、・．

つた首が温も、かも怒れない。そ再挙〔㌢　軍容勢や鍵椿や、古来弁ら家産に蔓

る窪め　日本葦衛窃農務虎親身机ぼ象矛に牽解されよる。観衆になって　ア

メリ刃文私め蜜常贋勿頃解り鼠堵勿一つの怒常ヒ乙　て　音楽¢雷で、鑑県の

日本で甘、錬り好まれなかっ　たリズ宣社主徳とす芸者衆か数人され、寮放こ

象って∴　エレキ7－〆ム奄為香のを巻き起　てと　るか　ここの事は、牽マの額常

設阿漕を併せ舞っているとし　て彰、冒本人のリズ‡4番の帝現ヒしヽう煮ては木

きた展観を費して来ている撃を認めぬぼなるまい，

X二二で㍉　ノ争、百本禁の綾應＼という凄象希っためそ、二の率について少し

寿克てみよう勺

井野巧蘭書落しと云って垂卑官身華夢ヒ舞静妻ぽん勿僅かはサリやっただ

けで．余り乾東和二村を下すりは党牒分けるけれkl一一一一）ヒ比べて、冒友露

・・－：・・　二　・・・．　　・・　　　、・1一　・　・・・一　・　　　　　　　．．　　　、　　・

●　　　　　●　　　．　一二▼　・二・　一　■．い　　●ミ1■、＼　‾・、　　　．、　．一

つ長所で石亀　金萄め牽かざ洋厚顔¢雪舟さ邑馨空軍えて曽閏轟で訝私　日

蕊碧感リズムの窄礫の鼓舞の‾つ粗　言語＼乗軌ここ紆転　成虚か　鳥準観象う

め生れ奄替った辛皮拳ずて潔いと超う。園庭惑鹿巧吸い八ヒ丸　亀辞して毛

ら孔古いか毒しれ屯いが、倍額重合葛．内患j　ヒリズムとを注した頑冬　亡、

ちらが入¢公私新かナ貫欝とおっ帝石かヒ言えは＼ヤ典は‘リス’ムの宵であ

るY私は貯う。、、不言粟野ク　が実鷹と考えられて簸た果琴に於いては、弼語

のみが重囲さ姓　そろ蔑菟不一余りにも蚤奄きれ【リスlム杏号の内容（名寄）

よりも入り把を教かすより汽きな草薮で・ある等ヒいえげ：書だ書だ、、形式三

貴考〃　とか～＼零寒め思い取タ　もかしt口先だけで珂毛虫賽射＼妖すとかといっ

叫－　7－－



こン、）′チタレ管鞍ら札か蒔ない饗択ぞあa L刀＼レ、牟寄った率はかなり葵発

て不凍と考えられる凛　解し＼額、五官驚　天人草巧竃人洲葡招カルタ盤び、め啓

∴・・　　一　　・　一　・　　　　　　　、　　・・・・　　　ノ：・　．：　一・・

号事ガ　番の褒甥酢の贋いリスレ4、歯折れの祝い揮壌こ／　ぎ′かし款め農、家

・　・　　：、　　　・　　　　　　　．・‾1　　　　、　、一一　・・一・　、・、

‡・　　　　J　　・、　　　　　　　　　・　　　　　　　●．．＿

・　－　　．　．　　　　一・．・　　　　　　一・∴　い一二　・二・ト、：■lr，・

室　スムであると払う華は敬い℃ない華寮である，ヒころで、舞寵に碇いて舞

一ヒ河題kも希のほ、人々肥を蓼か丁乳　即ち蔵前させる翠であ我　人巧心

室豹かす番外磯をなければ、．為衆鼓とは怒り帯電い。そして人の／じ私郵かす

養天や武雷がリス、、ムであるとすれ持て　る商法の象れ竃かっモ笥京に於いては

号の寓語、閣右目を尊に激怒東にリオム弁突けていると鰭観丁る革が出来る

と選う。鹿足ながら、軍容に叙帝寮なる事の赤、落盤しな丹っ産の乳　同じ、軒

に夜野があると考えて鼠し、のぞ料怒いかと屠う。そうすると　八¢鮎侃鹿　で

逮な　鮎戊六才に軒え、八のけ奄動か￥　ヒいう蛙蕗を韓っ貴簡巧分野におい

て　てり釆費材料、繁簡苧環、節義文革や腐食なあ、竃鷺にリスlム芥一番寒鮒

盲〟二箕餞弓　ている、著しく　持、簸啓蒙に♭いては石かに虜石という凍な額合に

は、それで耽って作られた作品が鮮句であろガ＼という学は、雷も簡たない．

毅／フて、リブご名句恵で磨る軍容確を河と＼て多田女文革は、萄命約に、その魚

に牽いて不利である宜富め担トぎ怒ら憩い。

ヒ＝透が、そういろ帝命好意東急を禰町　官本欝の寮大の哀軒そる番等¢

蜜かざ起牽大磯に盤かそうとする観あは、牽琴範たか＿　町は魚東鶉絢に艦私

的にかば解ら射＼が＿　古来から甲本耳琴に於いて凝されて来、髪とて、〟茶

番欝ヒ発展させられて耗たように貰う．つきり、日東文革の一つめ痺敦と脅

えられる弊哲と寛歌と友和特番硬しているのである．

えーに寄、七五詞が常も・姉た吟は．fJスtムゆ少い胃家老に姶いて、産舟に、

Yyかj町名う鷺かきの巌穴点をそこに見出もて寒たからであるうっ　窺いは、

TtⅩ阜　三十㌦音字ヒいう短い毛蟹で東軍するという手機は、日本鷺の萄

葦巧最新たるを葛¢豊かさを象天頂に姐カ＼し、取等を嶽恵姉に際タいて、そ

こで＼ら生れ蛍石怒鱒の椅味を射さぬす為に者寛恕さ机を．若し　くはt　露盤さ

と‾二乗をのぞあろう。

－亡女晋や三十一文字i正確巨疫＋土管し　三十√営）β署額に夜麹に観を

・　　　　．‥・て一・　　．・■　　　一　　　　一、　二．・、・　一　　匹－．　、．

し、であろ　カ　ヤれ隼　鰹添欝　鮭レ、中頭欝dL Q野太当ヒ泰衡鰐に
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＿∴＿・耳窄

、・・■　・、・

」て）か再

∴rl軒キ

）そし　し＼

きある七二

itJ二㌦

≧いて多

予＼、■「．・豆

」軒で、丁

さいてば

で出来る

同じl軒

享∴JJ　‾一

㌢「二ゴ二ハ

こ、革簡約

巨額合に

＝な二日．

やの魚

丁十・

に感銘

一一・た・

型．ヒ考

舟に、

いは、

護の萄

て、　そ

霞牽き

に例女

には生

懲幣に

彗まミ　千号孟r～て詠む＼L　～　守÷守隻　諾贅卜者へ　し㌧vi fエバ　　　　しこ為。

葛に鮮卑7ろ倦怠芸術常盤乃芝浦湾滝牒一発粗され巧い率を考えて琴て‡′、

勿索に放ける日本牽¢磯ぬ姐は狂萌され太う．

そう　して屠る乞、軍事の芸取　替に天草ヒついて考える韓には、二勿‡∃本

末孝の輿蟄たる舞簿と恩領車、寛で舞一に承り上げられるへき主題ヒぢる確

に男1う。種番は、窒野本紫蘭から、靡萄逢承¢教句ヒして行わ町　魅承尊徳

と・1年一一▲　．∴し　こ∵二：ぐ千、一　二・一一一　　　　　一　一・・　　　一一　・　、

乾雨竜永、人徳寒山袖、の象れ老木硬さ庭モ払亀芭蕉iこ上って東武された毛

ので．て¢埼敏ぼ、席詔の簡閲埠悪象にあるとされているや　隠磯に竃えご．

号尊者礪ヒ珂席の衷領有法をとっていろ試てさある。絶って、そり布晶が姐空

ろか．産めかは＿　作者り教考に大きく値毎鳥て蘇るめてあるJ　卒寿零耳寵文

章の代葱轡隼象りノ人、埼ダ鮪書の、紙草子　禿ド河韓食め療式肇の、商売噺

署〃‡ヱ施して辟範疇ヒ評されるのか：この烏にフいて考覚られている汐だと

毛付けば－＿　そ軋からをヒ．鮮萄¢本簡毛か夢狩野句に覆解されよ。

溺草や　汚海草勿牽騎乗て止る　　　中村夢富野

＝¢可を轟音机れぼ、参言った寮の鴬喪が、L＼つそう幣白になるのぞは菟

いかと思う。賓も嘩幕ら　しい靡萬ヒ持こめ軍であろうと恩う。

諌洛梅吉石生え翳った実費の呼‡二、二志のレールギ敷かれている。咤甚掌

が象喪を常しなか湧ゆっくりやって束て、そして摩竃巧等の窮で止る．衆′斬

りうちは、観葛の視野にせ．線審承り衷革宅、汚辱革の翠観全短も轟を了ろ

水　頭横の＼、費て止るヴ　ヒいう乱倉に至る琴には，読者功弓には天空竃、㌣

イナキックな奉藩しか映じ患い”智弁がその東寮のすぐ覇のレ「レ上に牽た

ちって．その車輪孝覆浩ている観で、そり乾療卓にあわや寮か軋るかじいう

疲ガ萄覚まで煮える。短観奉勿車轟ば寄り九蘭老まがしく登／j盈していも‾－‾

といった句である．琵雪や弓は句碑韓考勿冒ヒ置き承宜て暮し支え考扶

豆琴撃やβ　といろ亨秦を使いながら、硬硬には、読薯の智恵争覇に射棒け萱こ

してしまっている庶　これはさながら密妙に愚息の合わされた写葬り寵で浸

ね加ろう軋　雫に、零革やと責務巧老い凝野から、寮殻名車象という軽い琴

野へと托釆させる車によって、轡覇姉竃方額瞳を毛落せ▲　め、号湾底各点怒

乾痘革巧止竃その微妙な簡河と、豪雪巧頑句中で豊き希えさま玖董辛に上って

写真のシャツダーチャゝ　その懲妙まで、、歌て止るヤ萄常温とらえている

計訂乳房可か町藩が哉く怠りすぎてしまつ已殊だ寓－、とにプニ＼く、解纂√1箪

歴は．萌河佐てあり．モ机は、隼膏の鞄等ヒつ兎がリ、尊貴雲解とアTrシ

ーを毒すろという華であ礼

鵬　ダ　ー



′；二声1、ざむミ〔ぷノブをござ；号迅最　澄キ　蕗沢巧脅せ弘之軒いた揖宅だ私薄暮∫

私宅鼻は、これ程辟薯の本周と凍えるより掩、芭牽偏■人巧並ばず斬モズ乾巧

軒童と考えた結　写斉憲衝麿～家筋として隠　発寒り取落が魯する磯に、鮨革

そ軍事や苛箕∴　寒菊と‖てβ級簿がある衆に覆うのであ石船　真東は鼠は言ずれ

た嘩惑窃持主ぞあった紅に、短歌に比濁し得る撮みを劇か簿だがゝ　薮々巧考

荷駄では、とうてい短歌に比喝する葺衝を創り得酎＼線に思われる。考群衝

かリ鮭くなったか奇し鋳／し忘いりそ、粟に言えぽこ　彗覆水、雛欝でなく短歌に

登を求めておれば、琴に優れた作品夜寒し得たりでは怒いかという拳である中

一　　　　r　・　・二　、　・′・　・．・・．　一　　　　丁．・・一　　一・一　一　　一　∴．　　一

・一．－　　　．・　　　こ．　　・、　∴、・・こ・　　　　・　　・．・：・

有牒指針乙努tL j紆常々一形態乞して舞蔑させられ，寛鼠迄痍藤一している登仙

の形態で鬱竃勺　恵重患や心として発意したせい彰あって、経常か畳くせ長姉、

葱選、みやび、へ　亦尊重されて家定のて・ある。疫勅二象って、生琴藤橋が範み

乾な鶴す⊂登ったけ机、∠サ　鰭承夢泰欝からは縮れを常澄で易者と思う。七

・●一　　一、　・こ　　一、・　・　∴　　－　　■　　　・・　　　　　　　●：　　ミ　　　一

・、・　　　　　　　　　　　　　　、　　・　　r　　　　　　　　・　　　・

れ灯こ　いっの意に卦　啄東園になって乙まう〃　そして文、硬巧教に繚蚤も素

姓徳を寒いさせられ乳：勿論藤木も嘩机を常人であり、空の鐸竃も、亀寒冷

簸友軍するも巧である虹いう革に仕草萄けな11がこ　て巾は歌巧茶筒から外れ

た竜のやあ上　啄春しの観を舞零させても、盤琴¢芸術性はなり各おい帝だサ

ぼ確かで遜るセ患う。

万葉巧者ヒ香山上席夜轡、生蕃認痺妾盈っ込んだ’歌老熟ムてい竃葦毛ある

∴　－‾　　　・・．　　∴　　　　・　　　　・・　・　　　　　・一　・

る喋に腰丈る。ニ離」ま、療鉄材が下級ヒはいむ、奮澄ヒ払え牒藤倉で濁った

・　　　　　　　　　　　　　　　・’・●　　　　　　　　　：、・・　　　　　　　　　　・．

短観巧葦毛思索ら　い繹鼻音と～外部ヒ窺い浮竃＼／ヾて膏ゝ　舞蚤巧竜の措浮かん

で、条虫いや　しかし、承温かめ嘗えば、私蜃蚤、青倉欝の教嵐泰短観り夢も歩

賓を薦麗した蔵敷で射＼かと考えをp　少なく乳　首ダ顔歌人垂の習練とした

軒が、常や＿　夜寒の冬．簡約な欝廉では駕篭、つ　たかと貰うゥ

土田承句筑賢から番が外れて、鮮琴と隠領へ、ヒ轟ガ盗んだ。渾いつくままし

どんどん肇を速めを込、書く於掌り電かった学監貰い産額竃驚毒し、菜、零

に零チ悶え和食等ら電い拳を落むた確竃更蓄す為．しか上　繁栄には、冒約
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しこ　鮮寄りの葵しき、葛恵め蒸し　さ草々あ葛が、それヒ轄やば上　それて丸

の轟家芹河r有嫁かめ巽怒る寒レさを預入だ乙いうこと室、ヒ諾うク　ス薗L－！頚

象が司　小宅不り　乞えがいた韓でさえ、寺号孔課乾　けあま往ろっ　宅のどれもか’対

嫁の牽し　さぞ遜る蛭塗一務がい竃い水．懲にはそれか、それそ肌の哀歌くさ歎程

掛りなければ質いざさ軋患い。鵬早発や、曙塔に衷全う帝、そこに将、

A〟か山♂亀何物かを経ず為玖夕日二倍も塔じ、簿射、ので、ある。てしてそ机郡準

をる臆終とし＼う箱d屯惑える曙には　毛はヤ肇男樽には麗轟さえ窺ってくる【

をから塵取によ〔てえが牒＼酌を竃のやあヒ夜底配に整うセリほかまないカだ㌫

ある人拝　尺顔乙元について次珍よう笥二吐息いっているタ　「衣物流招致信

幸感が模倣Lようも射＼象で参も　駿と罵るもり王の河に、温々怒らぬ繁簡

訳生す、る空　々勿賓索は紺青了く篭堅苦しく毛騒く、むしろ系蔵その彰のヒ一

重勿挺感を覚え電界、ら、環衆の慰めという毒のぞは電く、毒つと裸（、惑い

所へつれて亨予　約釣る　幾夜萩　原原　生生　る望望乳首、宅しかに濁寒ら空軍妻二蔑還

「い　■7二・∴　ミ1、・1．・一・、　∴・　　　　‥・・、二．．：　－ご・・：一、－

を．害いかえれぼ、、迫適の五嘗て、はとらえるニヒのできめ、郵法さ机た窒喝

－1・で　二二　　　　　　　＿　・　l・　・′・・・　．■　　　　　　　一　・　　　・　・

二り観に慈覚k宮髄による絵画の鹿野に大帝鑑、ぺザさきて貰えば人間秀、

生命巧蒐舞・藤を味わうニヒ舟て＼きるのだ支署、う。

入野の象更において．芸術作品雀’苗字紆藷搾ヒ阿藤に、人間う知性をあが

き、文化妾凝渡させてき宅∵　いう　二と乳　頭プきりとし＼える叫ではなし＼たく方

；か。

ー／♂　－



陶畜雑感
Cl　中村膏知子

L爽苧翳斬首お　局吐、　灸媒材査胃や芯帝のこ1斉ざわあんぎいる今にが、つ

く烏＋哲恵で怒れした轡滞烏筍であった．アスファがトの傲箆を雄弁ぽ¢せ

くと、職種きてかこまれち蕊の上に犬釘吏畢薄井あったゴ　ホテルヒ硬め患いク

予めよう奄外駿．慮衛の中震ヒしてま乙守に＆渾竃骨が使えてあ局フ　寮直り

はすべてがラス象　っ　郡めはいいな星惑った森、ろくて笥たる峯らちいヒ二

一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　●　　、　　、

・＼　　・　　　　　　・　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・＼

・　一　　　一・　　・　　　　　　　　　　　　．・－：－●　　＿　　－　　　　、

毒ノー〟シカ簸、窯と厳の糞った義、ビング蟹ノの南東藍の金子牽、葵しいも巧が

かおりあった♂　漆甘　安臥　賓乳　葛魂、煮乳　竜三乳　ヤ巧唸象夢も多か

ったき

簡養ヒいうと、すぐ範．雷勇二ヒ匁もろだ7人がいるカ∴　たしかに怒乾の恕

茶親も－　竃野も、準戸もけっこう〃　かか凍れた／ノ、浄かんだリ　し　てい竃もり

に、めが二　二さび、、乞いづた√観の寒色みいだ【た嘗巧入り萄牽徴に施療妃、7

．、　　　　　　　　‾　－．・・・　　　・・－1　　　【二・一　、　、　　・．

甘るのは、ひねくれてい李は囁う。いや閻啓にかざら射＼・茶盈ヒいうもり

に複勝を軽さデ為のぼ、茶薮ヒい　めは喝楚天ビ巧いうよ　に放吟喪衷なんて

二　　一　　　　　　　一．・　．・　　　　　　一　　　　・　　　　　　　　　　　　・

螢窯においてば、薮は葛鰐であった　苓聾を韓、家憲及奉ってきて、聴

、　　　　・　・　　　　　　　　・・　　　一、　　　　　：　　　　　　●・・．　・i

一一一　　■、　　一一　　、‥　　　一、　　－　　　　　　　　　－－　、

・　　　・・一　　　　∴・・・．・　　　．・　　・‾・・さい・‥、・・・・　　　・■

つり磯が大入り金魚すくいてある乞珂礫、大入の責苦でk葛か’にすぎ癒せ　Ⅹ

これか日本り箋解竃んていいって大きな簡曳もてカさかつているのだから．かと、・

日。茶登り雷軍をいうっもりぼなかった。ただ秦レい強めはすね釦二葉しさ

生みと怒る／ヾき倉といいたかっ　た監守タ

なぜ、そんなに常者にひかれるのかとよく衝か軋る氷　河番の常春、号巧

一つの蕃巧摩′つ小さな、それでいてすべててを監　する憩い　鷹五五　たせ腎、

－／4－

ヤ恩恵署

敵組怒り

㌻竃げざ覿

京■萄竃

蘇琴等所

賦乾雷言∃邑

正一ある．

考有宣告翫

号率貰え

＿つ亡．コ三

園彗こ　凄く

宗二幸的わ

㌻然む

星置が二

竜匿蚤重

き為むく．
1ヒ

皇ヽ．　＿

も電麿藷も

麺感官だ

河富者も

一今金て

組、領司

るニセマ

フォスd



テロ子

）に許tつ

ちい－’二‾－

‾享■∴いり

；い、ヒ∵こ

てきたぅ

芦　－ネタ、

＼率・■）．木、

夢も多か

‥　　　、　　　－

＼羊　もハ

；恵賠す

乙　∠り　上し

、、　●　、

ヒ琴んて

乙巧経つ郡

て、鶴

、一・「昏畠＿

、茶硬．

し　い。

‘ぬ噂　又

．ら　ご＼し・・

贅しき

一・、・三．　　・　　　・　　、　　　　　　一　　、・　　・　　　　　・

を音思ってし＼呑．だが口で鼓昭一しても何も怒らないチ　恭櫛狙みて、電車r冬

二　二三一十両で　一一一一一　∴

†、‥・．・．　・・－l・　；・・l・：ご　■・・・・・・、

ア闊／アと琴条理
しま　森日吉東天＿

：・．．・．・　・十　・i、・・・．・、　、－．

ニめ谷巧恵から

逃げ出せる連があ畝ぼい昌に8

てう　　ちらどんなに儀レいだる。

シ　ラー「あこガ、爪上

帯喝が歩むク　㌦研¢凝汝に照関虎に醇呵芳一奉れ．預郡喀温肇へ温半やあれ

だ熟せ終末に額が、れる。　人勘せ隆轡から離れ届ことの史家ないで糸攫な蒋た

こある。八軒に言寮が与えられ、賓感するうち手車毎度を観如しだ蒔疎む、

キー、・こ　■、●・：●、●　ごJt一　読、．・・　一　・　　　　　　　　　　　・一一

号¢冴えきった談光で’Ⅶ宵三界を恩領した隠　寒々の衝醸せ索琴で喪魔てる

一つだ．禅拝もぼや静思せず二　筋麻的普遍鮒克行郵爵単複時ため家々蜃疫完大

軍た、青く藍の件倍ヒして与えられたぅ絵不要であった．行教戒全て留弁巧車

に奪わわれ、　かや行動や目的は鼠ヒ舞われ吏　と　なハ。

r然しわたしり欲するり淫．意∴＼蜜され得ない冒櫓、葵に胃鮪である旨縛

を葦かニヒ」なのであるク

露洛遥々ヒ」　た高率たる不毛の勉に璃′〕立＿つて、鶉締ま蒸すハ∴き肇上凋転宅二

言ぬく，「だが粗餐されているの喜一」＼亡．金点り行▼冴ぬ取を　お経は行新嘗

急く¢　しかし温鼓され簿竃い冒鮒、取定ミれたやでの象り胃姉葦党索し筍‾箇

i、竜顔した肇狩がこ　旛然ヒして符萄の断を下さない。こち登起した爾著しで有壁

肇巧守に生き竃けさ往甘ならない吟が哉々入野守衛轡で痴ろうれ

呵豆ともあれ、不各亀の車に後み温つ窒きている大兵勘二　乞って出費碍義啓

一う全て積、冴えきった覇狩で全貌を艶め蛍ナこじで東恐く、嘲知で年繚さ

れ、預苛とされた一溜り草々克てうで1考らぬ王ころ巧ものに舞尊でヾく藤野

ることで・萄希。亙車矩象灸塵芥、「誇養不有線J妾観賭す議やま二も㌧　筏は二七㌔

7オスめ乳斬さか訃報し指け頂が竃わ掃い巧だ；亨毒見くぼ囁麿な軒して盈

－・■∫　－



－　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

．　　　　　　　　　　・　・　　　　　　・・岳・＼　・　・・　、一・

音愛育勺＼ろ蔓ることを養れ雪組等L上　療瞥見鹿空忽骨、た後事、その頃河が衆

評旦云乞還るや環貯峯¢軒鰻を老親せざるを符良いのぢtヶ　寒々はそや刺をア

トール7ヒ訟て箆姐丁｝

十乱せ経や貌学コンスタンは毯緻信牽項年功年度アド炉アと甘言鮭攣虻観

月茅軒だ，アド鮎フ邑せ薄に死巧観席を評骨ヒ経った盈無法穣鮭¢斜敦しな

い存良であった．人筒の各社ヒ＿事養うべき毎専一むと、藍功鷹表温灸舟板得た

簸簡約な入線恵βで参る。草薮射曙の覇新春「大鼓をそ巧む恵から艶軋　諺

ヒあわゆるものの藤尾ヒして盈盈鬼っめもた帝から攻に塵命め無常をむあじ、

み番し、させた，アドルノブに於する夜の健食は東ヒ準大在芳空海と′ていて「どl

んな蘇しい灰塵の牢にあって恐、索七元祖思いまえす肌ぼたる蒙る繁が箔竜

石も霞であった虜だ・

二の息削・下糸箪杜及毎夜とモ二十億鮭の索乾奮ムルリ「ぉとは琶刹されるβ

アドルフにとって．死と汝應汁酷竃限界凍死であり綾に牽く野L顛ってくる存

在で1あるp　￥外ヒ対もて車レ＼ノーは死敬朝宰い侮舞するニヒヒより簡希求虜
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は、不餐褒めやそ瞳きなけれ打電ら電1人筒の怒潟塾の発登軍ある1帝石磯

は冷え冷足した耳鼻撃の盆岡で一箪等しまねば竃ああ常長にあ為のだ〃

7ド凡フは監存ナる．充の常食を拷零に優って。稗力和に狩翠垣とした歳

勿聾がほだIかあ　だかJと功蜃霞から練評ら海十番敏也欲求ぉぶ硬の困惑を増
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モ　ミ．・・・・l′　　　　　　　　・　一　・．’

亨　丁・‾　■　　　　　　●　・・・い　‾　、　　　　　　　　　　　一

書冬の得を貫さダニ　もしろ和二謁苧潅4）折渡亀倉圏させる複線顔の環繁′立を、′ダ

モ二重ぎた知った♪　アドルフは琴が準え奪えし　た不奪嵐の谷極目二詞ノトト、

声でなな　短いののだ　死死　頓食食て街も魔わら机て綬揉一斑虹、う生きようk g毒

であ言う机　カミュの「ドトフ了悠っ巧よう仁慈簿新しい蜜に萄河巧亨と

雲二う乞就ゑ局だろう机　唇、索鎧や定kいう苧確は環　濠1ゥ　打　つ7、ノ

二一・　一い．二　、こ・　　　、＼∴一・1　　二　T一・一　・・　一‥　■　・

野音生に乗務すること加東釆た。そ目せ晦謡、牽ブ寄島に熱さ二涙でいたか　芋

蔓てあったや　だが7㌢ルフぼ鐘き為為iニ創られている入野てあつたの藍　た〉

とえ志が観阿終生を移し・さ出る鼓へ巧賭恵苧環で赤茶邑しても一望葵惑した

三の敬老の窟観甘大き過ぎた　棄‖＼厳格姦荷育ったアドルフせ不発亀の点雪

二　・、　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　一　　一一’、　‥　・・．

アド・．　　・　　－　‥‾ニ　コー　　ト■　一　　・　一　一一　　・　　　　●一　一　・．　　　‾

遍の車で、ギリシアの席代を焦れ鰻けることで培萄るまい鶴：薮に毎巧華僑

官署融繋ヒェデマ　オ　ニチタ　￥　て碑に亨薇を発けた寒アブ○デ　テ笠む　溌

芯を乱してヰ茂に塵い電い¢　r宅湊や禅り希盈　なし　人阿仁と／つて触唇二曳

苦ることり彗幾な撃弁ノ」L

青函は肇咤㌦　ヤー▲巧尊重皇統二賢帝日栄に諾雪が革む。餞野首鼠義へ患いやわ㍉

武家荘終発に撃が軋私　へ河は簿河か　認終局二ヒカ果菜竃い不粂尊貴存竃

で萄るィ

一一一一一　誌　　一‥－

ボ宇象富家貰　巧ポガワー揮「入野について上し薯畢瀦東軍）葛コニスタン「アド

封フJと木現車肇琴j　聞け日工プ　伺j執刀ミ　ユr寓葬八上や巧三人ム　轟マト　して

、言こ　ドニ：、　　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　■　・一

斉まう汁づ　カミュ「ンジヤフォ久し′カ鱒諸4年「妻で、ンフアン主賓上し努内符摩作叡汗まノニノ

チTj　ミノアノ評者、甘陸に淫蓼もべき矢祭葦ゝある乞して鮭複素轟宅し憩いと暫ブ

三と’‾二・●　一・　、　　　一一・J・・・‾　＼　●二　　　　　　　、　・一

虫若狭えに黍してし　まう。そしてアア巧デ′；千の祭に感覚かけ、愚に教子や

果す加圧年を寄った獲り晋に得る乙いう竃。

一．7　－



撃攣想い出　C2［巨村成臣
亀は零れた乳のある日下車の一顧でかヒ節琴常民の察し空夢確に琴するこ

とにおっ生姑　で机は窺鼠¢マy牙の鑑罫で毛、テレビの〟コマでも患い乗組

急「蜃ぎ　履き琴村上　の津野金における象毎パ、／嗜巧世帯である。単∴攻から摩

った観はランドセル亀敵機に承っ　たまま、蕊くりノ狩妓寒に革んで行った，ズ、

紅、しのポケットに揉「メンコ」rピー蚤⊥孝、或蚤殺ら鰐に敏昭義で∂＼くら

んていたこもだろう。森には夜毎ゲイサゾ〟団がいつもの圏をそろえた。∠♂

嚢も塾香うと屠めれ局汽泉に、ヤゆ帝牒首の活用「ヤ、ソ恭一」とくり豆えブタ

貰空や束に登れ下クたつ藍や、象か出荷ち寄った調で号が白木から森へヒダ

ーでン虎餅く認夢一希って疫恕華麗上げ’たき　啓には木耳入金に摩ク声ナイフ＆

きし、曙にはそ机をロにくわ克て健覇王妙辣老後い合っ　た，それだサではす

まざれ奄冒頭々蝶番から隆ノ　る七番と毎範をめス東一クで摩ったス学究鹿で

訂琴轟や臣≒　二齢棟数に範筑穂になり、多で、も範をロ尽かあ、丑にした詔の

琵敏が甲に牽っていろ思いであ毒。いつの時代で彰子礫が解り上でた牽感と

いうもらかあ乱　舞々巧その時代に注囁語末櫓かあった．チャ／八やヲ澤孜々

や奮務め山軍令乞育って日だ㍉　大藩二つや方を寮にさし、それも怒串木野ん

かや摩っ　た督螢尋もゆ篭tも　嘗め刃に京子百一一クをつけて切らか定時巧鹿＿ヒし

た．磯た暗渾ぬぐいで籍や恵マネ　をっ首、野を轡ヰ朴せ療役の草いたもの

ぎ〉　参り子鍵かこれをや肇窓ら空っ弘教常ママたちぼ冒勿象温容克てそ勿惹

緻さを轟き、ぞ勿鬼子を鼠婆にヲi車名で丁二七に野方夜番しま美小だろう．

ヒころがチャンベ、ラ金準で衝屯£た乾魔は、亀頭尊台ほ乞えどない。予備に

よる予壁の考案した渡かなのであ貰うか寮Lかつ芦家慶珍あがを榎を受配レ

てい竃上　すヤ∵ゝ丹ラ阿寒常短い盤都ゝ巧蓼か柊でしなく広がる〃

㌣メ　ンコ了ビ〝三高　こ和ま地溝‖二よって牽町名を熱二すろらレいが1二それ

を繁る丁／Y毛ない¢　ピー亀勿敢彰簡単筏登詳’は腱菜に㌦づ藍きて沢を草丈か

らキ琴で牒ら巨をつけて濁しう弄くそれ打て永つつ＝ナ葛もので、これを「驚か

もん．ヒ呼ぶ、〃　もう一つは鹿費に費首筋か艶をヲ重きそろや乗に三解形を置き
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て零しヾモモやモ∴　r葡落しJではできるだけネン二の蜜で老増すモあきこ鞭毛

フナたり、　ニ碑●蟄船合せたリ、帯をはったリ　し　てエ果し、「めく　り名目　上　ご－

沃膏面河とい国柄必ものをはりあせ葛吐いう　卜　り＼ツワをLたことも敢えていも

も痩メソコネ、憩くいつもサルピュアを誇って練＿　毎夜ノ5＼とくう率で争、たり登

率昌之数え為のが賢し取り一つであった。ヤして「ガ、ソチャンコロュこ」でt

蒸雲　たどビ　ままの蕃夜学及ていたタ　これは土を河鮭澱に嶺欄上げ、、・そこにど・

一壬とかど、もぐ、穣巧考が重義茸をつけ、トンネルを輝　その丁で野うこ篠

をつけ、済山のノトさ亀冤をあけた∂　多でいうコ‥ルフカ穴や綴な毛の予ての冬

に壬が入れば常息、篠をう　書く濁らなければl観点ヒする、夢カ／ヾケンコに双

と毛ガであった。ヤ勿能力ソを研いて亀がr浮、んさんが鼠をこいた⊥　ヒ薄雲

を煮える軌こ各を為し寛っ叶われては、呼野がガンを観る七．Xでの覇に憶

軋るrプ了ソ濁り㌦　や地蚕にま為登沢山書き渡す告は怠れ鼠が「ナノ）は㌔」とい

うものもあった．硬に「竃者て」もニいって石を野付て養老く　ぐら仕たり、圃

率土から還レたリレて奥手ら石を倒す藍がしゃ、汚い・子宅原った「線牒目上∴艶

善　言ニ　スコマ珂レでは亨の平にの吐たつ、鱒を藩らせたり　し　たもりでl避伊や蟄

・　ト・、
巧息ヒレ

し＼Ei．・・〕
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餅：」それ
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彰在宅き
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り姥．に毛

篭は手短拳あいと恵をみない。ニり囁卜かけつニ上　も産んで、かま序、こり額に

釘を打ちつけて終夜足にまきっけて持∵スパイクが－めりkもて大農亨を夢みて

いたら百番石うか．「戦争＝∵ゥ　ニJ　など’今でも　したく篭る塞がである．竜昏子

亀黄にしたリ衆にレたり　もて「天津をやっ　つけ巧」なんていって敬匂隠檻に

窃リこした顔窃郊穀かとめで牒く預き起ってくる〟　二つ礪学疎でぼ「宵¢信一し

ヴJrできでLJrk・’ん布目一入が絃・毛等七」　一て立ちその両岸の閏に琶麦つつ二

義その後にカサいて簿を作り舷カタル‾フ。が同人毅だげそ吟上に弄いワリする

もろて、、舞木くす㌧机てば大いに螢声私上け－モもりである十「かくま代ん昏」r

患ごっこ」「S金轡」に＝蟹　分かか　てて　文学珍重の肴を利き夜く恕戴j　笥ピー

蒜を義時河に瘡よくやった，ノト学務う先生ぼ全科冒蒐尊していたので社会科つ

牽き石見生け〝日宇故彗星や牛　孜々竜おもしろおかしくヤめ苛監阿いた′上

専竜巧密河lこぼ戸外iニ亀て草生をしたり、よい牢蜃′オ腎痘揮発亀長句変温と

汽こ裏山亡でかか、寮をうたイモリ．乾生♂斉の爾帯に草老囁けたり　乙　て、牽

妻妾希い主音の∈1乾にビーム帯巧露ガ一也たのす葛に博す乃思い出老癒すゐ払

き藩草々の姥方に香草は恥おりいたのだ井一今で、け抒ヒんど濁られなく篭った。

泉を直衣馬車にゆわれて巧孝藤原リオ温い考の蕗巧や凋二とヒなってしまっ

た，苛々は黍の馬の乙、ナめの膏を着船、カy Y、、メ窃ガンを刹碍してそ離日一輝
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丁で葛⊥宅急が宣長功一－クでこ賓汲土めとこちに蔓私つけてそれ乞寒二　菜点

字費もいた¢　動けどうして竜唇弁で萄功労定しているヒ礫膚郡摩て為奄めで

なければ澄んでやる豪はん葦かヮた〃　塵葛の好岡た甘革すぐ衝、欽琴、マット

墾軌　ドッチ貯脚恥　ノ＼ソド㌧㌣一捗、簡衝撃おど‾主で確壌怒号勿項私達の方

を後L＼合う務で笥遜ったぜ　天顔綴り尭内で、ほ毎年学費蒋賽か透り奮登竜あっ

た孝を覚えている∴相済のこじ照男い虫されたので、これに珂丁る髭濠をた

と、－ると∴　この頃「寮街嚢韓ユ　ヒいって草を覆り合って碍子の常確を押え好せ

きガ併称といrう蕗が－や、野乗にてけ尺げこ牒蚤で、弓巨）ぱij嘩賽をヒづたり　し

た．ヌニめ頃巧滞驚リに普竜蕃耳　寮監．衆轟弓㍉　一千雄／丸　大嘱心電ピーが

いて、これらの亀をつけたかでの観人形を作り、農をつけて立てて甘疇巧上
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番秤け星摩ってば蟹にはった香の島　名めノト率直はこんな馨がゝを奪っている
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窃なり竃ビできるをろうれ　やってみた牽もててめ掛率毛なくなったっ　水草

額浄好感漂い奥で緒に恕さ柳で語らないのは単素食である．三戸革凍寒舞台
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したものきがと宣な藷をしていたカだ■ろうカ㌧　ヌ山を肇下をっれて香取し虜
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iた．額型番行轍やほ叢生帝宵を襲う大会が参り葱法に漫爪涛爪て覿不全二i三

平行き雨の平温三L倉は・かリ承ぼ■して五芯に竃つそ。萄り衝で暮葵に穴ぷ’あいて

薄雪老なくし　た発か－牽磯乃て舞い常fjてきたとき¢くやしではあなお隼金庫して

富農している¢　紆祭ノJで、売っているをこの毘鍵り護ヒついているあり養堆い

監をを雪嶺牽力牽麻とプレエムり河に東雲み「亘も了ノ＼シソュ　オオ1日日帝

吾三たてて竃勢家在寮り啓し　た牒奄預膏子筈巧創憲二馨くもりと罵っている

扱ぎ．j、膚であった私は専務で事象でうよく　カヽ出離だ．賓い革蛍β東岸‖こ何

語軍も主産させられたことや、・針」裏されて璃心象のエぞ素を蔽し霧がら登

美うむむし　ろの率に入った悪い塊竜、衆し　い思い知ヒ英にくっきり　主あがえ
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季鰯行二よっても蟄ひ香登を笑にした．巻ヒ区小城でメダカ承り老朽、笈

等乞をかでてそれを乞二㌢で豹おっかけたり　した　■欝は乳やカ実家でおっ‰

平気　牽とり、魚針jと・英にセミ象十篭ビ凍ヒ蕎竃ことは箋為で、竃牒しっ票㍉
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貰う．紫日日最が貌ざると扶礫琴秋で塾葛，私の窺確信観象そあったので礪

巧上　も桑干し、わら顧みなど1号蜃竜よくするk勘二、でのヤば、てべ、、ヅプや
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∵－チり君、ダルマ欝が転巧やこ崖きている。芦町では警そそる普フ乞摩った上

撃等考iやつたり、みかん萄ぎ二叶のぞリ友プ汀、そり落びもし、啓介で、スキ

ー一三二　：・　・．・・・　　　一　一　・　　　　・・．・・・■　・‥　－　　●

丸首三着はすっかり撃がグくなった夫らであ私　臼や与野に仕りつめた森を苦至毒

宥㌦てス∴アート　も察し笈ろ一つで、あったっ　なあ毛賓重も嘉は置きなし＼が整骨を

呈L Lて二二にまわ上　々の舷の愚し、頻オ琴弁だけら為の乞してそつヒして

忘きたい．豪ヒこれら野卑捧げ巧盗び1こついて妄　会ってあるとだれ　もが
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琶て、碁等づ亀韓を番L二　ひき逢し　た．kのニkで凝った，

曹学事裏て淫、この予想し竃かった簿鮭に雪丁る登；乳轟丁も、ぺく　騨窯弓やヒ

炭日干，洋式だ。
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こ萄♂責夏め閏には、馨々たる簸熱水蚤き嚢つた，魅し、簿肴の締、穴辛

夷喜蔓草の青光は．世竃．7ヒライの思惑は癖餌であるガ、費椅し　てい竃ことに

等藩する，

牽凝して、冒黍へ行き琶げなかっ　たので江東ううであ斜接し、率と　掃きは、

巌有るガ、乱浄磯、磯巧乾を玖って引き重し食べ竃牒乞一　高饗葦】泉硬の牽漫オる

硬富者あきれてhた槻上、哲客へ琴孝　碍智弁った多額・必奉轟音、どう脅え

てあて笥高匪巧扱渾匡句るめで一緒竃いか。為の語句が、烈しいものであっ　ただ

け⊂、町鮭賓荘重求忽象れるこ．とは裏革ないのて帰省いか、という考え方で、

轟ノつた．

皇富津づ考ざ、塾を琴邑亀岡いな計ら、ヤれ音で岬塵誘痺野人ノ）をせ丁一一　ひ

も・∴　とを験していた季螢町は、頼み登竜的分け線とし　て、革びロを雨じlたり

華巧者牙方針　皆のそれとは少レ違っていもた．塵外に、皆の孝之め嵐リ、

蓉富三本への喫考の幣導筏ヒし　ての轟蟄勿硬奉痩零せ乃かった。号とて耳、

笠置考選りか一体ヒ・巧寒裔形を頻って高饗へ観篠され義か，それも亀かに、

轟々書う療！二審締結あっモ．かし　裳レ　今二二で、、澄甲贋う〟行舟、漁猟

空言へ旨い得たと顔患して、寮して帝塵ぼ、それで軋んでい宅で参ろう机

生っ　て1三富巧評寛．で、昌泰ゲ鑑屑篭飽韓をとって葵れるこもを願うのみし

かん　考象を救う衝は唇も怒いな、泰の若者は言ったタ　そして1号れ掩全く萄

きモ■すう護であって、河の滞りも竃し＼のぞけ沿いか　㌦蘇正凍そる菰徳痺
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名ばかりの濃蘭孜衆を患わ町　日本軌ま東天宥め重大‘さ包、￥の曹篠に罷る
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モy了、捗陪大願勿帝宮であ私　学や広大有二線従属哲は全てアひア巧茶鮭や

亀ヒにあるや　蒐大帝ヒヒって賃料へク東嶺痩簿払いうう畷壁を乗ノノ憩えてめそ

¢蚤詔め寿昭でぼ患い鶴　二二に高亀が練らぬば電汚め各席¢運命匡疎め軋

る藍がある巧で廿でいか。碑帰館空間L、～等がわ　やり莞賢さこ筆力りない級、

狩やる一額簿象刹えながら　殊琴ゆっ　く　りと．蚤を亨がして行っ　た，

・●　　　　・　　‾・・　　　．・　　　　　　　　t．　　　　こ‥…‡　　　■　　　‾　一・

肯夜寒で、その輝空を欝大帝庵させうる新得もあ為の予冷いか，

そり葦培鼠野乗夜耽るを観て色素笥巧＼らひき盈したこ牽勿貴腐に悉レてい

ろ．肴寮ヒし　て紆　二の腐っ　てか針目蓉盤を、その前乳で奄んで、恕鑑フと｝

ティに　触鱒に海∴啓の窒観ちる・二　ヒか私吹き込書担げなら臥　さすれば－〟

日払への玖海老せ嵐は粟ねてくれるか㊨知れぬ。季蜃顕増そう考えて▼　唇弁

巧守笥苦寒韓をすぐ一に㌢いろ礫Hr　た。－アジ＼7金土ヒわたってての忽下∃こ絡め零
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した兎宣布が、誓東へ慮竃を今二二で潤すそうとしているカ芯、予て二一∴才

一　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　、一　一一●一　一

・一　一い・・：●　で・　・　　　　・　　　　工こ　こl・．．－・一　　　　一、－

へ海訳め姦礫鮭な遼東に敦甘ば　叫洲　フビライ　り疾オ腎さから考えて、謹上／こ

て痩身巧麓醸垂嘗さ菌ば馬もぬ象日夜親展．蔓から革－び・蚤ぬする轍汚こせ烏ナ＿h

いので措ないか伊　攻めて高蚤に単軌転　渉渉　彩彩ぞ　そそ　薯薯を　わわ　rることにこ

そのぞは焉いれ　蒙腎琴南は、これぼ五二帝に首級盟があ上　そして笑，こ

れほ廃律酎二乞って黎徹り有為であプて、これだ、甘1せ己の串をもってもても疾

しとげ牒巧打なめめ伝＿考えた。渡冒繁卵や森’高麓だけり準備天汐と篭れ瞳、こ　考

、・、　＼・、、　・・－　　‾一　一一　　　一一　∴　．・小一…∴　－　　ト二・・＿－t二∴し　　・

だサめ鋸」まい鬼誌の藍′けちは竃く電ってくるの下総電工か　まだ等　ヒ

した紫野となって梓、考えられ竃かつ　たが李老韓に度　〆粂り微光がそこに

あるのでぼおい部乞、礫牒巨　た㌔

奪藤間は三尊を急が為ヒ　氷雨の象ち為呼及餐歩で藤徳、頓熟め竃淘する

笹埼魔へと毎月た。今年六十茶利＝なる蒙単相ぽこの二．三年払七、く鷲敷しく

なってお牛　芝電や大子円珍軒に公準の努ヒ落とのここつカ乗りもカか渾魯さ

れてあっモ訝、碑持そう句机をも軍いなかっ　た。琴いて笥さし　て藍い夜露で

篤かったし．叉、密にけ考えて粟か跨げぬら協ニヒ貫ド萄っ　た。

曙は一策者を三八窺えて、凝滞の畳を〝歩一歩華いねかゆ歩いて行っ　た．絡

上で行き矢う零束は、李考摺ヒ狩ってみ細あいて、か、琶足許慨少し鼻く宛え

る繁殖しそうぬ愛人に塵を窺っていた才　奉養鰐は、併い　澄切でめか茶人てい

ることは、いき士分奄馨に輯してい奇弁った一　夜簿の車に定を帝め竃ニヒは

あクモが∴敷甘食く衛のことに鞠を占められていを．

硬は三貴軍勢五軒から年尊も像　藍　ていた横に草び磯十人量の賓を思い

浮べていた．そりゃに吋、オー雇う産軍礫の〝行に矩由った舷蜜簡尉礫売薯

賓毛符節貸金蜃竜野密会をれていをク　怒レ乍ら　琴濠閏の重い求めている肇

…まそこにはセ耶っ　魚一

恵牽牒ノ＼牢二宵¢蜜月、寧凝滞措、兎寮玖下ま蔑ろ蟄藍笠巧葱　の．硬好を

為しきって帝魔、蟹私孝と寒に軒家フビライの㊨とに、弓かあの入野を釈豪

も　老覚L多年に亘る蒙を準じの乾季に移る杷労塾た乳　その廉廉衆愚は

入園の潰霞においてすら方可箆ではないかと綾の毒せ冤っ一一かっ左部、被は蘇

ヒしてきき入れず1、；ニ撃舞毛虫象しきっ　涙普出発に当って　免和て筒っ　て凍

り夜に藷った。

繋番も蒼いては駄爵ヒなるた監え護牛　車命も鼠っ　て巧短く葛饗を宿って
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いくできて、毛き覿二宮ハ薮とくブタ　して、＼　参寮功入窮か叩塵とめ磯竃悪寒‘二

・　　　一・、　、　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　・一　　　　㌔、

㌢ぢ筏を乾せる琴にはならこいので音　髄下は嘗菰ヒあって、二の定番が∠

ちか、蚤象に窮牽妾宅たらすニヒ郊ゝ恕祭る終、簡っ　ていて欲しい，野分とし

て楓　これポ貰磯勿吐挙りワもつ竃、生命雀衝けるっもりである，若し竜、

舞いこして、考藍の単糖菜準の形で盈臣凍が行わ折るこ乞粧　せ蔵から寄こ

れたなめ、今♂雪舟としてぼ　モソブルで、啓発してむ碗是である。虹．

この年のノ＼琴、拳固照が符考に時々　たせ嵐＿から¢温橙森泉た。

孝義帝せ　せ乳との重恩の都、フビライ　から¢即答夜額簿と　壬が＿　それは

なかった　壊せ席檻管放きながら、江華に原審L、せ敏の泰男番を舞ってい

ものやある。その間分数ケ胃、級に療㌦冒たいとも草∈日工いうものかなかっ

た昂　干して．鼠　二二に、せ竃．フビラづからり苛の軒葛を経ち竃がら．筏は

留磨巧毅均襲えそ瀦文名ことが密謀怨かった．

純毛　叫サ卓二郎雫、急シテ冒諒予感簸てノレコトソノ琴専守卿二番ネタリ〃
常ワデ　辛卵静子玖チ帝ゝ革シ、逸二役ラニ選ラシメット八，舞う二田本卜

擾安セベ’劉チ於ズ蚤〃雨が暫／虚寒ヲ知ランの　妖二兎スノレ二億帝チ淡テセ～

十ヲソっ　番をド一驚索か宮人ノ京琴二電圧考少刀ラス告　卿冴斡モ赤裸ナリ。且

＼ソ糞命八寒トシ簸ク＿　大壷ハ舞ヲ音ネタ　卿ハ怒礫言予告4コト争巧．温むク

包ラ奄ミルベ、シ。参冒充ノ季パーニ嘲二零貫，郷ソレ鱒げコ／恵子捧シテ⊆

永二愚鱗シ、磨ス濁碍子得ルヲ玖テ凄い、鳥七。聯嘗、、プチ竃工Jレ蒋リ　〟㌦　里

笠ハ天ヨり大ナリ。驚ゝ’7チ額歓セント康ス．卜。コ　レ報知二韓スt、シテ何ゾ；

苧蚤野は、好摩台村療竜凍り哀し範を競え苛も餞きることを鮮ら竃かつ島

や串は翳らかに、智弁か貫上レ較牽寮∂鷹番は賓必てあったか、轟寮に日本

ヒの翠喝奏渉ろ喪を商わせて歎た香りと按阿鼻いけ霊かっを詩

学蚤閏按、－羅1力布麿がおさまる乞．そ勿青天竜田巧覇ヒ岬魔や寒雲牢襲

っているりに東谷、付いち　それ軋　はるか玖覇かわ予感していた事の首あっ

・’．一　一一　．、・・・、二　・　、－．二　　　　　・一一　い　、、　－●・；■　、●、一

書こ象ってくるの家老教した。

綾焙不菅ヒ毒のりき盆している毎今夜知ってあわて出しも　これは亘って

から閣複から敵わなかった二Lであり、先二分に計蕗のヰヒ晦ま断てLlモカ

ぞと、●　宙鼻に嘗いきかせ電がら竜、モ勿萄零せ次津に大きさせ零して綾をお

おいかぶへさってきたの

詩が来た玖五　番懲け可成通産していろっ　簸挙、翠を蓬紆釦＝　竃竃ら勘　で

して、そ机は、毒注がノ
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二　ユ、一丁・一三‾・．・ト二■－‾・　「＿二・・L．＿、）＿　▲・．、，し　二　・∴1‾　、■さ．真一二　■＼、二．‘こ

議かを次し　か船ていたりである，

：・　．　　　・‥　・‾．・’　．十　　　　　　一．　て　、一、・

・　　　・　　　　　　二二J・、∴・、・・・・　　・　　∴．　、

紆撥するだけの賓歯石≒萄窺：才晦乾してし＼七巧、つ亀毎分に隠然ヒなった．玖考

に苛むる嚢甘繁務や二と、衆町　費外必簡単館に草ぶ英五号衝く詞＼・冬して

そこと、県有をる祭蝉嵐腐七、等包め鷺に濁ら雪舟匪〟人　乞してし＼なかった

ことを知力　ながら、今勿倉まで茶室巨覆蟹に懸けてい竃かっ　もJ

字義繋仕義士ノj曳い　ていた　あまり覇麿を持てぬ乙欝リ　谷部量宅、褒賞二

おいて直ちに蓉相姦範を斯き．礫考巧人糞な行わせた．

穣会でめ浄額は季義博がおそれてい毛衝く、今等力詰め解釈比、それに村

する封患フヒ、ライ　へり殖艶から培っ　た，準敬弔は又して毛、免襲レそう1二打

を繊さすとはおれ竃弁った．索のニヒながら．三宅での評定では二つ巧ダイ

フクに分れる〟　やめ一つは、李牽関ヒ全く堅くロを覇rL智弁七万巧思考力車

に乾すてしまるもめと、しきりセ遼東吃述べ蔵ヒす万毛のである。

二・一　　　　　　　　一　二　二・、‾・、・．こ．－　　　　、　’　　　　　一、－　　　’●－　　●　－●、一

威儀し韓雛するニヒほあっても、愛敬的竃、耳鼻産約ヒビ、うだ、∠いう憲毘産

額に泡盛て少い．季象軒は、てく忍東尾を耳にする嘩　撫でといろくらい主

降く常竜する。ロにされ阜森羅は革に知鮭に最けモ珂嚢のいきとどいたもり

であったから怒声　恩レ、彼にとって塩．そめ薇電文入切線笹のこね超し　は、

萄薄を紛紳させるなにもらでも竃酔った．

奪簸固持、大きく萄埼功泉斬られたことを知り′でがら、静恵め率ばにして

での鹿を　いj啓かね灯篭わ竃争った．

凰常住多乾に詔埠こている。囲環は最早夜牽巧靂」二義諮。畢衆のぞでは釘覇

、　　　　1・・・・：∴　　盲、・■、■・．・　・　‾　・∴　　・●

糞の－境の血亀も摩敢して、冬一夜軍本への硬者の詞萄乾整えさ宜るの答薫

ればこ　ぞの礫黍たる肴は、解句篭る手幣を〉叉ってしても、轟亀へ閂観を有毒

一　一一　　‾一　一　一一　　一　■－　　　　　‾　　　　　　－　■　　　　、　一、－、　　一　　一一

・・　　・　・・、、・、．・．、－．・′－　●一　指　　一二．．‥ト　　　ー　●・■　－　　　　　　　　●．

拝せせ寮　きつを賽だと怒り竃から香、今Ⅹ摩糞仁　ていた．さればこそ、その

横着を蜜がl爵ま名残竃ことばあってはおらぬ、L。濠魔ヒム　てくる己の符牒

寿に額打っ　たp　ノ辞しゝ　苦め運命や環考はl　琴牒潤め刹半も捲らぬ勤か烏、や

の常夜現わし　宅のである。
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蘭麟動閑談
巳ま　平間立二号

人の世の盤ばあ重患し、わけかたし、

襟ナ栗にあや妾あなかれ。

とはいうものの、蜜劾句や草は、天草がますni　託産が尊を得ていない、ス

・・‖・．・　．・、・－　　∴　‥・　・こ　　　　　　一、・　・、　　‥　　　　：・、、・

て毛、凍寒が墾量っている牽畠　と藍常）まで薄々ある文箱われ観

衆乾読んだもめにこういうのが透った。

巨だMタイ4〕

●一軒†炸∴抑雪上　　　一十一　十′、・∴て工∫∴∴・＝　下し加ノ・ヤ㌣由一

・り7ノ∴ノ′・・；・′！JJ巌封ダー■扉：㌣U・J∴こい　高1㌧・い　言′、・ノ醐ノー

′矧で雪′了ナざ・く・シ十・・一こJ r′二ノ；、∫一一ノ・ぺ・

T家持捌恕数え得るや。もし至がリンゴを日　与え、隻が勘ニートン了冤

㌃っ与えろる乞亨には、磯つ¢リ　ンゴ＆得るや一一一一．

X野凝滞Fか学諸本J　訊」鞘削年j

糖、東常焙希釈埼室が常人レたまがぬ粥月初正郎′　去り殊蘭や　キ新鹿ろ

剋素工糞（7日て額鼠登さ机たし言下家督や諮ならす」　今はダ♂琴のむ

みし喪。　〔耳鬱鷹凍寒）

で捜　痩けてごめっく　り焉獲現下きい。

十花政審巧言哲人として竜兇認黍乞し　て竜、落雷の質草牽上蟄空をガザとい

・一　・いこ畑正ノ・、一㌧十・、、－′し∫Ⅷ・・十　　一・・・●一・二　　　’二一、、

碑は客車巧縦断こほじ、妙て撃落輪姦靡紅与えた．敬事滞藍馬腹野鼠ヒいわれ

てi＼私　しかし　礫の耳尊顔や芸衛韓のどこまでが解頑な香りで＼舵か

込め無断牽胃か蒸してど♂乱獲らもので、あるかにつ　いては．三匹亀常から紆

萄施されたkころである。

①こ音声レ誉‖　攻勢に怠ゐk大詔が毒ヒ喜ぼらに蔓るのは覇攻だろう書

くもう少し♪不落鹿で奄いい卯ニネ）〔象露盤尊蔀〕

琴普ノ夕日蟹ノ2河東、蓉郵ま㌶相加7てで、′∫産山　準組成′　ヒ関する礪寒

を育っていたときのこと〃　解が尺珊底夕鍋メタ払払疫　轟を襲名や香車、‾

人Jトドバ＼プ人が前に覆われて夜の夫うに害っ　たし　らレい工

・‥・・・・・・・・一・一　日・∴　ご・LL…・・心字・r㍉∴動く弓J
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、
へ
．
‖
了
．

LLlやないとげぬ純鵬　でニ‘ク勲こついて持ノブた革輿望お埠さになった

ガ＼、首はお恵みになったのて手持竃いかと私はづ毒ぜ‘ざるを碍貴慮ん。それ覆．

貴方の選乳　考え方、いや引帯剣まで、策く　ど締め篤ゝ∠関、おので了　た

、　・・ここ　ヾ・・・　　　、　　’・・・・、～　●・・・・・、　　　・　　　　こ、

た十王感牒打たつかをた怒いとい　敬承速め二二ヒそす，魚も　萄私、寒覿二二あ

石河寄せてめす㌧卦二部に曳ぎ竃いと暫います二　㌦額は熟の芋幹にあり、毛

’′・・、・い・t■・∴・・・・・一一三一　●・ナ一・十・一　　一1’ご　：●、・∴、∫りざ

す石かと、う外法克郎　く遣瑚磨劇に関丁養親礫蝮・／如才竿に〆あわ∽

で行なわれ、勢湊落せ婚〟琴に衷廉さ且た）

②〔茸担軒Cさ軋j　可竜優で停まノ恋し帝額老雄赦亀虫しても．よくて薮が卜〉

之希し弁おい一倍し出す呈舜む克く′忍、キミノJ L囲寄食亀敬）

‾－∴一一∴・●ん二・・、二肯∵・‥1－　こ・一触がÅノ・一㌢ノーつ一・l　一組∴∴、了、・巧い

都筑＆席繹ヒ宵焦して発て．癖の観埠ヒ天分恵に濃密も息二態が痴愚蟹汁

等　それ久妬め常¢凄隼は象るだ二七が蔑持j　　歎上熱帯ラ

ー、一　一・一ゝ一十い・－′一・と・・●三一、一一一・　、、＼・一叫〟∴十∴量八、人1ノ∴・：

老確乎にぷ挽物衰招ギリシア喪匠ついて額鎗したり、ス〃裾二は常人に

£′仰の蚤韓を饗みたいと予範で、諾ってい射
卑するに、輩‖ま他人の竜夜祭軒で摩欝した功であるや　また、地荒．暗、ひ

どいニkヒ硬は、抵朝子　の圏詔まで寒鮒牽悶していた廓一　ヒいうことであ

乳

と　し∴Vi・′‥ムj

打きちナ　ノ椚卸　町凱施し花畑　よね打メ

ソr一．　り小′′・‥・・－L㍉′‥∴」′JJ∫、

－■∴－　ニ・・く＼′・’　十・㌧●‥・い・

∴●一′・ゴγこ．・tけ∴∴◆　′タtJ　■「・て　′一・・・れ・い

、・・・r　ノい、、′‥㌧　二こく・・ゾ　∴．∴
ノ＼ご　へこ

岬困・蔓‘尋∴岬岬

L料簡の琴巌会社蔑廟昌

でtはj乾i十でごめつく　り．

争奪撞、究警一考今普ヒつ　いて篭してみまし　ょう。

軍竃新年巧葵祭教敦では、銭形小」イ71こ忍　ねこ」シ教軒につサい

て評語乞姐濠か答電してい、つて．戯扱ヒ外地など～fか　ようおもや巨二竃

・・、　　一　　　　　　二、、、　　－∴・・－　．　∴　　●　1、　二　三　仁　：一・　●・一

・一　　　　　　　．・・　‥　　　　－　　．、・こ　一　　　・・一　　　　　　・・・・、：一・一

．．．．－　　TJ・

1′

凍預

【

ト

中

骨
「と



すう、十ぐ′㌔　へ　声ノ　ミヶっL L、ノ。野毛豆、＼‡ノーi≒豆、圭／つ一貫呆れことを一策かす肇

・　　　　　　　　　　－　▲　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　・t・・・

名う　て▲　穂亡ばぬ適　をr薬餌」、弘明才を「乾タきレ野′－塵j　そ、参

篭，

∴′・l　■∴●・－べ∴　√・1二三・・＿　‥宇■、㌘・．・：一、、、－∴一　　丁：こ、・●一一・一　一三∴、・、　も

（気息の方がよく償．ぺて、よく恕萄ナろからノア）

（生新食璧邸〕

音〔勘もきr8．月）札で少しぼ’かり萄毎そうな訳語恕並へてみると、

Cの称醐：等羅刹盈／大静憲二東ク野産れ

て哺乳　発毛　金森庁ナトニヂ各／羅込ヲ発奮ろ養家／夢キ首二線テ

年寄ヲ湊スjレナ一差

C軌めんね：得鶴弥ヲ奇7人．

以祓：吟味季節アリチ命セラレタメレ評定衆，

才勅等：率ノ吟味ノ為二誓詞シタノレ隼人ク
村塵勘獲ろ席川時代ヒ札　これあの書寒に浄する将冬営がなかった行

、：・二・与　　、・　・－．・∴：・、　　　　　；・、・、　　、＼．・・・、

直上了葦寒くメレフデ工、「鹿二をヲ誓ム人、環買上了容等ミセワヤ7㌦∵層

文・藤吉はr賽親日畢組成上r和風し血舶ノJ、「畷確言肇等一磨J

r凌案」も蝉）尊め訳普及隼1養う　轡♂叫鬱血をr軍部軌、み戎一

題や弘肇をr頃合と凱ととためも被である。み尋叫物「棒針疫葛

が玖ていて懲食い■舶こも評の肇♂r磯軍学」は例通読C娠奴で、・
礫牒巨か車萄牒針を繚づ∴㍉好一、つ普／jヂェオ〟の嘗訳になってい葛LUでう声告

・・‥　　ご∴・一、・．ミ・′、　・　　　　・＼一・　・、　・　・‥■

た二詔こかある。

こ扮Ld現滋　二　鹿野二をデ礪暫ノ轡蓉ヲ剤ク簿人、

妙法♂：苗毒二廠テ金恕ノ裸／野方ヲ吟味ス舟学術・

坤君ノぬr：戸上二怒レアか八・

二んお零で寮レて馨簡墟承る毛のだ1ろう机　遺架とは六億可しい毛のでl

ある・紗て〝れ　竃んかもr歴々／人、牽々弓／千人∴r簿緒．渾公、喪

④〔準庚C．れj碗建学帝のやに三喝の遷都が磨ったノノi喝ヒ金のないン

ト竣iてごめん）　　　　　　　　とグムリ数量人同数携」

凛餞に、毛う＝∴　三必単著永森畳をたど’って乱ぺてあよう。

一一　二如7　岬－
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ノ　牽／鑑正シヰ常置ノ　人ク　ー【山手帝軍　包有ノ子、

人、塩民、脚ヲ覇賃や

′、∴∴晋
、・　・　′・

寒賓汀歌壇　がウ萬王族嬢、萄宣教私

産金額、菟帝の蓬、寅基礎、一一一叫　烏土貧藍藻7

、　　　‥・・、

・‥：・ソ・4：十．′二　一・｛：　　　　　－　●一・・・一　1　　・

￥二でミーぼ級のシェソモゾ媚怒二虹を草ノきて鳥に

おフランスへ行くゲンスフ　シュー㌧つヒネノ

ー一一　了　や　く　一一一一一

ヰビ筑、、テ一方ペソおし＼lさん、㌦て＼ソへ

：．－ミ・●－．ニ　ート▲∴

毎轟、轡薇凍萄簸ろ園庭窟ますや　㌦取やづながら恵与かL歳えそ下さる弓

朗読攣廻一句二とは鮎メヤ竜に圧せて、irは舷のニ虹を鱒丸∴て

みたダンスク　日本語の教書の呼ヒせない督Ilデカである。布石キ成人はこ

ういっている．

T案華のサイ二ナス守こしてもビーナスヒ怒って痛、ナスヒキウりか十捏

あたもトそあり、とゴ｝ナ、ソ＼ソやピーマンめ額を連憑きせらきれて、うノ∴ざりす

竃．中略　　汀　キyグ増キ澄ヒい　のか磯待　ていろ容　赦試カニ巧グタ

イヤング、をバーイキングゝ、ヒ寒くと、いかにもパリキ／かいっはむいついている

●一・　∴　・・・．1．、・　　　．∴　　　　　　、一　・・．・・　　　　　　　　、、●目

線い」

、、デカヒLlう耳車短剣寮したのは萄沢輸首等ノダ〆♂帝に寒めて礫った。

確言＝育＿　ヴ旨、ケ立、ダニ　ク呈、グ尋　　とV）

フ八、フ耳、つ、アェ、フヲ　〔芋）

ウへ、ウ魂　－　ウェ、　ワヲ　〔明）　がある由

一を　固着尊素食が〔　上こ棋宴会で音節をP定義八丁　「ルヒ・タへ■太J

r《ぺゼ7〃ヾ凍、」と尊く』ヒ褒めた藩動まこうであ竃。

／．日本語の膏現kとて官刺し竃いおのはキ学でも致執し竃圧

2、二鹿め考盗乾が行われているモ津守上　野儀一歌に行われ牒項ことを観

官乞　して、篭る（ぐく革帯なる掃うを敢為。

＠〔音声粛こ牲ワオや罷って、ピ、クしてあん糸に礫囲な幾寅で博を輿する巧

か寿ぎ　　たかぬi衷才な乙だ煮；Hフェミニス均金華牒日

もかし、職弁ともてr7ァノf　シプレー止、r7こそニスト了ヴェール上、「

アオキァビュラリー∵i崩し三上醍夢ている，そこ　て哲汽一緒は誉れをど）利

－－　⊃・．ノ　－

麿



琴したガ、7　　ニ巧勘を観れば岬胃寒祭である、　rテレビュ∵ビタミ　ン」政．

である′　これ舶ぼ、猟奇に区別が射、め貫から・夜舞巧畢適物言こ逢

揖ざれること豚ない．天象は㌦量二宅なく率考主硬を考津したのである．

・：　二　　　　！ゝ　　．1、．・・・一、・∴．三・一、　－　－、

㌢こぞ　Lt翻〃乞＼ゝ純良なんか塩ビ吊ようて怒ニヒほ塗隠希える

應寮電んか適塾悉なく　怠る訳だこ

どらレて竜匠欝き　たい人々に迂「．童如励　テ　ウ、しイドァソ〕ラ＝レ

ビュ　ヒ首く　らはどうだlろう橿

J。J・ん二が一穴J鳥・しレ・′二・豆がこムイ・ノ∴・明、ご・・：いイ㌣√、

∴・一　・．‥・・・－．Z・し・．
∴J一一十ごJ言付～：・∴′　‥・・十

人等・′J JJ　頼　′ゾこ・‥一　●

．一桝、，如．．L．J′LdJ

L‡抄泌．J，j一紘一が磁頑㍉遁粛卜剰え‘粕だ了

【寮費併発窒衆輿）
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西　両

日ヨ箋：う直見悸旛

泉巧西武へ行く事になっためは、そ功冒ら盈新、友人がさそってきた∴1＼烏

だ，許磯で喝で天覧も亀かっだのぞ㌦鎗■こ行く拳に」∴已

乗積日新から爪痕箸でヘスに牽牛　そ舵かめ歩いて番篠山、荘’ソごつンユい。

汚くハうキy㌢コース己，小褒章っいためせ〟幣逢ぎで　すでに下山してく

る入がかぢゾいた∫　′ヾス肴、ら降りるとすぐ泰な額か餐く，プβ弁ぐらい歩半て

いくと．蕃山が弓餌に塑ノj、短い肇が悠々ヒ乱れていて　苦い室と言烏㍉＝

い宵象をなし　これから巧ハイ　キン　グゝを教えてく　れているようギ一缶　ここから

ば丁てkに養嘩牽くよ　しみ海ちら〕が城のよう仁山硬につきでて男える寸　恕琴

車が畳め萄観に肯ん哲ん立ち、席軍籍温泉な啓じ‘勿卑夜警お産私．山簡こ転

足し　色魔電衆を象りきると．幸の長門に重為，色のさえ牒い夷半をくぐ′〕て

いくと、繚膏蟄巧‖二∫机＼竃を怒っている腎鮪や首鼠竃貯義が感号音く億メ薫

守につつ左〔ている。いかにもニカ灯蚤を考察したいかろ泉うな、琴軍雷て

感じが、とた　韓に灯蕎ヒし、も老カを選ノjゆ癖で琶てい為為オ香しれ射与，コ

らに頚筒を牽1ていくと、私利に番塔奪語ら賓リン、カリソ荒ら番轟ムヒ牽

ぼれ為くらい萄各省刀リンの大樹がある。二組揺さ局すべ7丹木ヒよく伐て

い石も巧で．竜野常産珍へ’予科の落老樹だ￥うだtナ　象だ拳の参る本だ忍冬と

漂えば、、埼幾章節巧五打う寮巧官に誘為布野たしかこれと許しし・だぅ　忍んだそ

れじゃちっとも珍らしく射、かや怒いかと亀いたい衡　二巧寒甘め歯舞にし

‾ド、、・二・・．ト　ー‥・こ、J、、、　一声∴．一　・一　一．∫・一三二．、、’、・・一　・．・●

きて日長とい　からとい　したものだ．刀リン　賽寮を　‖リ　∵乃リ　ゾ泉でて黎生

したりかもしれ電いや　もう一つ寒々を蟄竃と1葦々ヒ私意がついているとい

う撃だが：ニ畝はたい　もたものではなかった。この尊で賓も香魚なノウは　中

盤懲り亀」と害われる牽ろしい敬巧水．幕さニメー恒上　化ヒ汐にそれ等爪．

二十メートルぐらし‖二めがろ鶴で1号め廃車怒繚振りには勘じさせられ札

束怒藍金野だ－そうだ：しかもあれだ’け窃松にし女らとするには増尊巧守尉森、

いろに弓師、悪い。密に音あせれば’、人工究鹿籾だ：そ町こしてもr登竜ら

萄ユ　ヒいう¢痩ちょいとオー八、’－かもし隕おい一　二のキ郡ら索セの学むと

左官に象り芥邸香が、忘首に牧摩、河巧，山域が琵見るっ　健驚か竃、鑑簾弁

舌ヒ養った和　せヒ毛誉れ貪る無料徴登竜だ；

－よナ　一一



1

寮長譲キサ巧裏て、ます三；こつ　く二㌢甘煮寸言了千種だ謬　ニ∵賞は棄短い巨う1イーく

・　　　　●　　ヾ●　二　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　－　　、・　　　　　　　．　　　．

うまく牽たなかったの定一ろう〃　ヱ夕食も悉いたろうれ　撃落が瓦し　たタ立って

いる。血ヒムの間にはさまれたわrlかに箪蟹．におった寒鮒色好、醸1こして敏

一　　　　　∴　　　　　　　　　　　　．∴・　　　　　　・　　－　　　　　　．、　　　‥　＿．

て葱な額を敬っていく。二時二二十弁だった勺

／ヽ了ハアヒ窟起さらして＿　簸た舜老後をたおすようにして撃っ　ていった。

魔い嵐で1一八か温名のに濁一族でl、照に播軒力撃がいつは¢いくつついて　しま

って弱っ　た，そこへ下山し　てくるグ用い∵カが透った8　礫産は塵′老護ったが、

糸．尊は下山い　てくる毛のが登を譲る¢かたてまえとなっ　て＝嵐　二歩象竃項

壊そう哉くぼあるまし＼と予熱していたか、なか奄卦どう　して豪い々　も＼や若し

hために説く藤しいられ宅のかも、し経ない∴　磯Zき琉　ガンがシ心へは三鱒に

寒く予定をし　ていたりで、少し悉ノ）がぬてきた．しかし－とは展竃が、、賢かい

うこ乞憂さ郡良いから闇べたク　「ここ草殊んで机ら一一一j乙も思ったが、額で

茶席串か出てきてはいけ七日′＼し、予寛も経うめで、硬嘩して敬った。孝いれか

ら十名たって、ようやく威す潜るやかになうたク　教採乳　ピッチ老あでた章

魚構ヅをも‖二歩くのせ赴く悪く港い．邑烏かしまる見え千、・太陽をいっ唐とlL

受けて、凄医＝てもーi了も舞希が卑し－♂　ニ勿琴奥さで今豪での礫沼もかつ　乞乙で

tまった。争ぼかたすら簡上に由うのであるむ

焦りすぎたた頑か、三帝頑につ　いた　まず＼どかっ　と冬勺．芋窪塞ってそ∵を

お寒とパYで帝を帝箆させた，ニん竃醸せども音怒東なるので事おいしく．

肇しく食べら軋るのだから不審魂だ；野上へ着いた韓巧憲伊の刀だろうか。

多寄は貰栗林姦し＼吟で；ずlヮヒ逸くら澤うまで持つきfj覆え冬　否め有線亀

執　着街頭万乗力山々が摂カとjきて蟄克ってし　為る　地地　目二は金唆、九は弓巨象

夷、牽莞正　地頭は寛新市句末∵尊命がくつき／j k金額ヒして任官っ　野いべ、－

勅のようね感じ、ヒ覆える〃　寮帝ダワ㌦ヒ窄スタックが東にきめだって、匂い

〈ご一粒　にポリソ　をおいているのが印象約だ4　索は東山、幸塵川上森㌦∴撃ノiも

とで、紅くには最叶　名簿希澄畳藤が賽しいっ　新帝礫ら利率が小さいむかで

のように象っている。盤大患襲撃産．粁ゝ封シふっ由簡宏歩くと客気からホ

ン杏ンヒ音ガ写るようか帯に怒巧で名付けられたそうだタ　契簡歩くと、登る

置とう竃ナ写るィ
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一　一　一　　　　一一　　　　　一

木々の二でえに、そよ駄句疑寵なし

歌うパ＼葛もなも

ただ濫解を犀つ

・　　：・　・・・・

宅　と　莱

・　　　：・　　　・　∴　′　、

零せ私に常態と骨尊を与えてく直る，

一　　一　　　●　　　－　　　　　■　　　　一　　　　、　－　　　　　　、

私にファイトを与えてくれ董

やっ　はDリ驚け私巧尭産t。

君ヒも払ヒも

すぼ美　し　い某がいる、

天地創造巧氷逸功刀致肯って

東都勿大法則夜毎っ　て

私達を創ってくれた。

密通は私に河か芥靂親電で乞与えてくれる¢　香山に取らず、山に象る泰が、

私達巨不悉敬裔升を与えるのか事　し離ない。

暫山の秦野ばかも‖二なって、どうもどうも。

八い乱＼く¢爛始療軸鮎奄紆塁鞄鞘晦鰍瀞〝、　　　　　　、

－　∫√－



卑論について
高分子講座

芥撃の教習ぼ入園形残にある　優戯た妓解奮ヒ還る節にまず、立凝各人野匡

‥　　一　一　．．　一　　　一・．．・ミ　ニ、　　′・：∴て‡‥　　ミ了・ユく・日‥一・　　　・　＿．・

の轡覇ヒ尊叢．塵か意教寮と螢机史学阿残額を孝ヒっ戸一隻社会人として庭に

衰る塵河肇大切な簿である．この碑に年額錦耳野発に錐寒することは纏帝に

直音な廣轟を竜っも珍で磨る♂　与えられ左阿運ヒ対して、正J　く項邑畢巨　象

珂充判断を下し、撃崇乞竜って解華に簡う鼓舞痘療う巧ヒ確殖勿教会が希わ

れるからぞある　菅身でなく、畠から¢努力で訝兜乞塵あなければ鳩かおい。

軟膏巧駒から葛択ぼ、蚤卑生の慰乾を患きめ畝　やれやれの寿す葛魔力を

発出鳥．ぞ感官儀箆を尊大取に塵ぼす肇ガ毛管うわけである。キβを塵に痩

草生と敢隻句忽薇な尊観が償えず行われでければならず二　番人数嘗巧萄弘も

お亀　それで嚢産巧教隻覇や常備から持一巻庭ヒ十各庁ゼがが　ずず　寮寮やば葦

いか軋欝j狩れる。大，七島が艶峯．

争覇爾糞は教育の一項であるかわ、研究女達’て人人困　惑針を行う育ので、

て紆守衛登に努力す竃ことに義務があるわけであるナ　よい陪賓だけな簡約で

はない，　か　㌦鶴に弼牽す粧せ肥らずよい鍵誤が簿由れている二ヒ結晶ま

で感乾密封塾荘められるa　巌もい玖んい寒で癒於毎研究患者水温せ為ように、

教密事拳短毛努力する少者があ私　を讃藍にはそれやれそこの帝免テーマか

ある。三回生句碑勿常額で天壌窺われるであろうから、旬舟の鮭療育で各号

＿克て軒轟を考え択ぼ・よくろしい・

常神子化学韓産で軋　生ヒして轟や千春域と覇命子汚毒のノ節食テ㌦てが与

えられ牒．覇虜は各聾のチリでルおよび1．イオソ発重合、珂裔亀谷、テロメプレ

叱などで、後考はグラフト温畠や怒分子温舞硬応である。覆車紛jこ研究する

めが弓師であるか、生硬酢七色乞えば’、藩考軋　今緻東夷海上　ノリ軋　浄詔

落度刺．サメつぐ刹七ピヒ刹河されてい毛　賀験巧衝き忠男方炭が掌きれるィ

少歌舞乾生準，
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実習絡轡の冠
水将研究室

高殿の款から五分最わで　東門β象巧きれい「整えられた艶の室温吐、琴

賓の太軌に阿って鱒やヒ素しく牽き稀？た象ヒリノ　パパ　花々々姫　鱒厳酷竃寛

大化学新発軒の水禽のこ指ガー私温め官的ヒする水寓節電隻でした．ここぞ七

戸十二胃から三十〝臼までの二十司乳∴西野者は電子顎緻暁の琴年番暴虎銭

料渾十　号巧観察、電圃草案、大領令姉寮についての葵祭復信　一斉塾痔東

川泉艶め竜kで、t方■スアqマゝサラフィーを刺軍　だ浄榛絶家簡藩軸髭賓畳

AD長山・日長んを礫博してⅥ‾貯ソアラりウや藍越葡萄を名東肇組畿葡磯に

翫する車検を行いまLも♂

毎軒、遼夢ラッシュの縫った頃に阪急に磯野寮卓、気象より竜轄ん感激弁

早く軍産の健を療ける賓ヒ持掛け、昼庖碑ヒほを観靡覇超食費をあっちこっ

ちと食べ歩き、食後には簡しき包覚めて尭金指啓の罷子圃歓鍍め肇亀老熟町

ダ五五密乾く　ともね葛乞ラワンユ㊥〟罷免に爽廃に好リ老つけて暦数に脅く

という暑い日々γのんびりした弓寮でした都．牽強庭木夜寒味ある事偽筆多く

招寮が学でたと腰いま弟　小レそ事舞い牽親風か終われる輝ヒ柔軟を囲い生

り、彗三艶の琴観喝を舞えたり、穴い1こ察しあまし産打　て、鱒虎て覚る穫予額

赦礫や軸‡2線葡萄繁簡や藤子窄躍射てよる転華や号の牽漸寒か壌察できた隠

今豪で考えもしねかったこ方舟の一位の竜プロ威せ懲必挙動睾寒巧守，ぺの

席末さに感激しまし声。

舞鶴は了ておき、ニ勿野乗尊での寺うーつの蹄痔標茶囁らし予習鮭と知り

合いとな軋た寄手した。笥ら、、老イロゝのべ、シナ－ン〝ゲヒ毛める愚挙考や

卵の酸嫁、セイロソ弁もり簡単痙＿刀、ソ斉しラ零下も憂さ　葵弘殊電烏‥勿論巧草

日本各地の有責に曇る号で・上手に僚卜二七レi礫から露見萄孝一を教わつ宅の

接夢、怠冬鳥でしたが〕農学でもすらすらと凄む瀬は、希釈のセバ　ロン私代数

す石質ガらしくそ¢弊翠の整重電のにば襲う尊さ紙ました温　室卑ヒってぶ守

ですでに培ケ哲に簡単し、帝大オ栗はケシフ、リツヂ大学に留学するニヒに怒

っているヒカし　世琴車の函やを繁簡苛足帝にして杷ゆくまで智萄して輝く領

・　　　　：　　　　　　　　　　　．　一　　・　　・・　　　・・．．－　　　‥

命布教贅宵宮ヒ脅され、牽逢藍に牽け竃い健に大空恵方か熱けらj凡てお牛

一　　一　　　　　　　、　　　　　　　　●　　　　　一　　一一　　　　　l　一　　　一　　　、　－　　　　　　　　　　　　●一

夕ケン



ら、冒丸亀会の魔魔　窟　冬冬　営獲て滞窟‾針躯率等主で私達や箪ノト、症とJ」ヨ怠り

鰐勺まで審描＼巨乾層々巨‖沼等き属目ているのに忍巧　い位で　た。だ甘■費も

鹿の尊大ヒ常夜にい巴家の乱費ば腐待　てL＼産払上妄二索敵だ’L L　軍容へ穏親

．　●・・　一　　　・　　一　　●　　　－　　　　　　　　　　＿、r　・：　‾・・　一

いていると、訂宅や　と閏年覇を盈してし凄いそう竃柳ニヒって太いに汽禽

巧チヤソ天を与穴てく　れました，

繁務した簡韓名で簡閏窟乞二人で氷顧研めドアを／＼リグ．してから二十召常

務寒勢ばまだまだピリオドをおち酸く感だ、あ机書レ　たが、ニ机からり－ケ帯

革の渾應みや鹿刀めガ訝大きく、水準亀鑑を葡萄、あせ豪に竃っ巨額発象巧

宵々にお礼を巧で、戒衝を額づニしまも　た．

稲垣繍究室
高分子物性完済究室

眩筋汐裏打かめ入ると、すぐ嘉磯にいかにも牽趣意慶効が冒ヒつ　く♪　そ巧

二暫功一蘭が、二の研究撃だ。寮せこタ池ヒ壱ニケ軒揮どあるが、その馨り

奉拝のち厚どだレて、今は二¢ニ態の新党馨藍の巻いてみよう。二三恵轟香

子巧顔腹筋発奮で、承認教牽ゝ　ノミ＼秦野教務城下軍人の′野党鐘か日石が、蛮希

い人盈ば、弁才jでムード萄魚。繁は十萄亘二褒ていくので　全く垂線泰阜で．お

茶事コー亘一も㌻ユースも磨り、全くリヲ、ソクス森暦象堅さlゝ　麿澄怒鮭恵簸

置こそ療いが甲喋りやファイトてyである．小春免疫持、－蒐する邑勢の亀

対うすく．琴の轡に為すて舞える貯　笹んと年を萄いてひ、っくり、三十二或

ヒかわ　み考の十胃頃に繚喝されたそうだ。声鹿は大巧タラシ、ソク晋牽フアン／

‾　　　　　　　　　・　・　　　　　　t、一・　、－　　　、、　　　　．　　　　ご

シ舟訳天啓きと鶴　二終始、紘研全然ヒ通じていえる怒らし叛．むず骨し　い

－し　　ト　　　　　　・皐　　　　　　　　．、・一・　　　　　　　　　　　．　　　　、　・

さて　私達三島舟、この研究峯で鮒二二十軍阿寒竃をし妾が　その碑勿爽衆碍

●＼．一　・、一　一・　　一・′∴　・　　．　・・　　、一　一・、・二一・・　・；：　．、　∴

ニ舟‖こついて¢寮尊萄掛　極寒、敢外牽観終によるラヴ、プ‖レの魔認召ヒ丸で

党鎮定噛め節兜堅め人達が溺桁に養孝して下さった句で、索穀に好す名∴ファ

イトも静養レて私産三んせ寒に孝義桑な寒葛生竃を患った魔に審ケ7　準睾こ

の発電で講じ承った泰は、費′観をす毒餌には癒すし覚々麦で14計毎をたて、守

好日こ毅って寒親友進めていく寒　－　叩ち牽磯村蔑勘こそっ　巨爽験酌1射て
＼　　　ヽ　　　　▲　　　ヽ　　　●
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Ⅹ十㌧∵呈攣りり照るワ　ニニらに．香し二がフ莱ノて煮立が悉㍉きノ∴「好裟一ヾあ／、

・　　　　　　●　′‥　　．　　　　　　　　　　　、・

乳電どを行う幣に措．ご－くわす、かつ胃に見えなし＼ようプ三二1日二で弓卜太二∵も勘

琴ごれ名水ら、靡冊¢藍恵を払う髄質があること。さらに、どうも廉い大仁

かjが毎だが．何番老するに発て膏訳して、あめてて痔いけ射＼専て‘ちる巾

か高覧鼓毛色ぐせのように「李）わてるヒ苧孝年額じ、薫．とよく私馨に毅スて

下ざ牛　車をもって体験し左。

叔上のように、今まで学埠で奔療らしい客観宅してし＼なかったので．不研

れ窓一頚令多かつをか　√靂これ妾きフかけにレて、奏験とい　彰の部彗弁　髪

湾敦盛かにやって来た感、に貰えた。

寮礫に、二の矢常夜かメ）まして、葡壇だ藍＿　八寒発生狩か七名カキ々ド

喪哲や巧衡櫓等を蔑魂半生寸空木

確藤桑野褒盤曾妙
四国を　　奮櫛乾久、　布野高賓

・　　　　　・．一、・　　　　王　　‥　　　　　　．・い

ノ鑑葡尤刹

二軍鮭．　竿濁音二、　小東新一

一轡垂、　上田　乳　　常食簿評

萄　河、　金牽釈韓

内密形式　を　台車　も直し碩鶉帝が蹄にが衝いする

二ヒがありき丁）

帝　　紙，斬定め弔審問解し備集蚤鞄に舞って

下さい，）

－　ブソ　一一一



ぷ謁i〆‘

腰感商機渕蘭磨

キト　怠　人
纂　嘉∴地　半日

欝欝王は、抒喪巧入閣娯　審轡始に、複数の入園勿姐格付け温して、一恵

誘スジ、勿ある番をす葛彗乾である，　寓語にあって皇軍右筆は、客観簡蔑寒を

蔑疎もモスV、がある我　そして、そりスゾ乞蟄溺人物が、夜寒に造って一啓

鼠代患しつつ鹿洛せけら町　等が盗む息にあ竃や　落哲承ヒして、鮭尊特等は、

轟の脅節子あり　義勿常襲、部名．客観鮨鬼考や鼠えれ　写して、ヤ弟と塞

く　人物密等を窄づ芸術幣てある。

塔蟄巧永福七は＿　障蘭の驚準妙から叡た物が率いと葛う恥　をあく．そ争

覇額増、それら巧小額を天畳で蘇商に郵残せ．村がしかの代磯夜背けた¢そ

あろう少　佐戸京萄＿　野人官紀勿隆嵐と韓に、多くの、百にも登る寮布が琵け

ら爪、落努は、沫宗から、それを敵合せ、盈線させたタで奮う落箸に発壊し

た台　数泉鮭会¢内寄附萄泉の曙花綺夜毎としてク．町人巧励輿が、多くの捧

家老乙て、今き二頼る毒草藩静を隼らし　め是。そり録六つも雪か三巌率西嶺で一

身乳　こうして、落蒙け豪儀句中から鮭鼓した患簡中澤轟で看るべき鮭番を

帝　に量った′

元来、琴確率やそ毒液＆匂偲番っ　た洛静は、戦後、マ耳▼コ竜に合歓して、

洩索より奄まし　て、宏嵐密の大利士零す入れられ、碑総に野面する東覇、解

付から象磯さ戯た，鮒摩番爵堤る細密㍉　それや参る′

新摩馬舞う療寒暑は、青紫落敦ヒいわれ竃勧めも、それか出東条碑には新

経て参った史家敬い　右奥k新梓を図番化し　ょうとす為の　感レ、素餐が敏い

嵐撃に敵えた、藍乳勿轟馨であり．蘇執り痘苗り査賓であると奮う嚢督、塘

長け環洩っている．耳、春寒落舞が、青い軒数据句碑代に阻まれ、それか弦

卜座って、亀鉦でい朴にも入閣的である功に対し、い宅す“と＝二蓼総禿私を磨お

うとし　た恵に、新摩り繁簡がある．

ヤう琶う蒐寒で、敬l二、落磯は辻戸や蜜盈てある。

靡㌧、新作勿隼に毛、膏薬ヒ同席．恵既鹿を衣轡悠レだもめもある々　歌登

ゝ／きト葦孝平J　ヒ承、牟錦やお孝一さん均が、それである。隼レ＿　これも、承照㌣

㌔ふうや塞、讃するから、慈恵としてガ立する誓号砲って、尊鄭与では匂い。

てこて寸　コ寺の寮翠姑軽重に単い＿　マス　ついご葦で　鑑蜜があ濁　た召

＿」
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可凌巷、黙、㌦辛、ごりアンとし　て、争く〃簑貌殊＼愈漁りに賓亀し　ているク　こ

れも、芸符が療蘭としていての土等らともかく、今だに、節摩三辱夢殿常に

遜り富がら、タレント不檻を鼓し1番に　象茎にお茶宅常して、＆乞売ろう乞

す葛。立科教義¢如き塩、イ　ンテリ無象ヒ名乗り、舜存主賓を蜜轡する怒ん

￥と吹聴丁呑．欝家は萄象で易あおぼ篭めない。笛、少くとも、番乾象教わ

軒ぼ竃あぬ．台署の私喝さば、簸巧車で存分に繋仕ぼ良いヵ　恩る手工、敬意勿

時たま更す落款恵、全く　漸くに忍びす二　竃竃に落ちる。教義が＿　健く諺で

今拶素人敵兵に貢激し、津琴で偽考姉意恕鮭で轡L梯ろうとするなら、覧γ一、

二の社会老出て行ホ　そして．宗教と名乗らずこ　藷弁象ヒして、後考巧ポ1ヤ

叶だアロヂェーす〟ヒ驚らクて、守額威¢夜襲を、吏めく苫首、嗣感化ゼ甘、

貪日．

冬日で甘、多かれか恵か机、マス一　つミに霧恵め諾象が肴おく篭り色めか

毛蟹かぬ。マス　′　コミ　を刹てる欝愚より毛、マス・コ古巨費ず～る知悪め首が

賢帝怠巧で葬ろう。入閣五十年　天外に姥べ＼、啓符の囁き人生を、寵て浩に、

ても考、刹　詔小糸幣新色忽めよ　星する各号は、冬の噂武で経　常鳴竃筍

であろうれ　乙毛あれ．今の富家は、常置に葛を覆り丁ざる。その寮長る竃

、－●・√：●　一　∴∴　・こ　　　り　・．J．■．・し　．　　、　　　　　・■ゝ　　・

左マス￥　コ　の轟化であ葛．その賓か著し　い竿着と、琴素意▲ぬ轟鶴首し　三

に、禾新二智するの　併し、碑の象を各務するなあ揉1　一∵オいませ悠ノJ　と　㌻武

智きんβ寒空とJ　とrヨンコきん止、そして、数は嬢八の質草をしたキャブ

の汽磯でlしかない．複かミニ、V、ヨーク，r　メ　ーカ■…】こし　て軋　東女で1はあるがご

落語象三千とは．弁に不鱒轟であるJ　落鳶が、そ多発禅の努に鼠化したのか二

三年である，定壬から．筏は、木造芸人¢勢定形、郡毎、テレビ¢申し子ま言

え等．名人ヒ竜われ為旨家には．それや机　そり入り舞茸、左入桑が参るゥ

纂家で怒る溺上、その人しか、考の欝の永喪の東を出せ扮い諷蓋があって

豪農であ息　三平の落－ききとガ＼嘗う専らヒ乳　ダージ、ヤLは無数ヒあっても　親

衛鶉敵刺は萄って彰、蕉民の姐蔓蔓　笑笑　は甘　いn Eだかわ、痕は、うけ箱い噂

はあって竜、吠し　て、乗務㌃義孝はない．

港語が、瓦寮　か亀〃廉八疾そあっ色として事、義家め巧く緻ら努弟L歌舞

とで、蔑濠的蜃蔑鮭を浮き鞄リにし　生からこそ、今日、葺乾せ　し　て、蒸餞の

空家の舞の爽喪を伝えるそつとしてし　寒轟して衆を巧て老竃。

省は、奇今季藩ん蟹を大河覿嚢に海象上　林寮三幸に寮歌蚤の＿　五月敢凄

さ二簸発取り笈を患えたしも．

ー叫－．イ／



恩　顧　醜　義一i；

・　・・　　‾　　　　　・－：　　　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　・　・．　　　　・．

軍区、一七亭藍汗ゞして敵いていたが　夢にして誓えば）、葵に塵摩てある．転生

恵　｛八二ざ緩苛＝ニ　「窄睾すれば虜禅一到何拳井上　ヒ汁　r工サケ＼ソ　ば率

いた巧か、いもりの粉東で、勉のバニンヤかや門川を発て、ニタ＼ソヒ乗った

謹準を、正しく理解していたなら、あの温草肴乱の教範も、鱒一つで吹き華

はしも　て巨むをろ‖㌔∴軋む針数貯拾うた牽療ヒ捷鴨琴が透り　まし　たヰ　その間

一　　一　　　　・ノ　ーノ　’・－ミ・・、：一・　一一　l一・∴　　　　－：－　　　j　　こ

し、嘉に正しい護約から、帝殉一列‖て、東野を行なおうヒしたのに、鑑泰

の釈尊を感乱し、賀敬啓功利蕊を嶺電うかP）、史めよ．ヒビ茂られ要し　た8

それでも、均、恵庭は鯖諌一郭、初霜萄被せよと害われ嘗すか〃　野し、て机

芝欝教すると．発起まで谷－、私達匂詔恵に考専した存在に拾って、気象の皇

帝を奇産金に塗勺蒔えぬば篤わなくおるのて甘航　東関じ－やありませんれ

泉生し　あ音を恵、二蔓雀荘で度、碑藤一到、醇何ヒもし乾し乞説く知っ　てお

られたんリ、やありませんかさ　だから、考すげ免生への藍を親ら机たのでし　鼠

う。克生．牽釘にまで職界かあり蕃した．早い書肴が、払露が定盤¢輿さんに

賂密に薇鴇を尽せば：菟藍が罷られる寒に．私達は、常時、塵取を寧匝した

骨の萄色によっ　て、薇餌を夜す対象髭、最終L雪目ナ机は、’怒らない巧で五　二

チケウシ　∴にして脅そうやすや　私重度、私凄短身の藍簿を存弓Lの農薇に礫せし

め償い轟．帝に∴‘工ナケ＼ソトをヤリます，廟帝は、無軒には禽てません．他人

に、温度竜牟け書せんβ　竃せ牒漆、￥れわ軋∴私象の藍簿に，盈虜㌧　かかわ

り姦いが、覆いからで窮　暦レ　壌等は、門前の立繁で遷し妻す　モ和ま、萄

蚤の観符斑、、財政軒に書帝だかわで弟

箆鑑、貴方は曹オ浄土巧教鋸を、範藍に筑されたのですか残　党象¢寮歌ざ

れ宅急岬軋　私産の各軍とは、いささか量．室蘭が匂いのそ‾東

泉左、私達烏∴　夜毎　夜勤二車っ　てほレかっ　たつです且

㍉人に代目好餌に∴レ竃さもし，但＿L．同時に、八七冤定む泥棒乞患い芯さい犀j

r努カすれば教われる泰毛、時々あります　努方ヒ奮う嘗寒は∴　ノ日野が、絶

警し竃い為り奴も＼語句で、す。」

r工ナナ＼ンゝほ．当分は、先金に祭属目　て、質し‖二＿　煮象が確功して、奴に

・－　　●・●　　　・　　‥　＼■、　一

怨寧　鼠上　星章巨姓努‖
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東∴く雪と翫一穴薫　二心ブェ牽⊥∴　　てこ産′よが兇威した髄怒弥生∴一モ　ノ八

一　　　　●　、　　．　・一　　　　　　　●　・　　　　　　．　　　・　　　　　　　　　　　　　　●

一・　　　　　　　　　　、　　・　　　　　　　　　●　　　　　一　　一、・

・　∴　　　　・三　　　　一‘．　　　　　－　、　　　　　　　　　：　∴　・二　　　　　　　　　　．

塵も　て募り　　人岡の生後隼啓に毒空ける大鰐の珂額的垂斬疫、もはや不言今の

翠素子ある。哲に、確守乗の人間にあってば、売家の宣楚鷺に飯る至尊卑蜜

一　、．．・・・－ト　　　　ご　●　　・一　二　′　二　．　、

‥　　　　　　　・　、・＼　・：・‥　　　、、、　：■・　　・・．・－．●　　・

タ代は　容膏が存在し　て、生後．ぼ存在しない。忍野措高専で．生鹿は甥等ヒ苺

るや　毎己め巻線を、帯戻せくぼ骨ノう　に、正常竃形態の凄絶断欲求を、籍と牽

して、容顔宝蚤に筒っている。賽らは．慈費は麻賢で．絶藤で、摩なくして

この勘ま生きられ切Y、つり癖ノノ¢猟蘇みたい笥肇を貰う．麟埠餌素面綺藤

倉を、家より黄繹ヒ騰rt．ざ即　の′草にも、しかめ宥恕する々　この牽恐萄菊

の鋳ず‾る浄警棒、率に．掬欽餌で射＼ヒ嘗うだけであり、叉、漁村ヒ嘗う車

窓の偶感曳、髄質虹混珂したをサそ．恵蒋一に私見している○　簸鮭カ＼ら塾牽し

た敵欲が、賢帝で易者轍に、鮭顔から逸蚤L　を聾痩力畏帝である。察飲ま蚤

感材主か牽高く、寮高である在や、およそ・不留鷹で一　嘗ろし　く蚤葡であるや

㍉努♂上入寒も、￥リゃ、入軒だがわー　そん急襲になわ戯る埠もあったろ

うか、そ机を乗り患えあれたりです孝司　二めべ’ナ螢たり匂上

、・、　ご　・・・、　・l　二　・・・　　　　　　・・．r・・・　　　　　　・

ニ¢やせの寮飲應恵が∴　与に．霜寒を矛〟衆k L　塵欲忽邑み静手癖覇ヒし

て舞っている，それ甘　考復でも、夜硬でも竃い、放免ヒ最長恕爽射、入野

や尊い逸れてあ畑　ヒガレ席のバ、項をしか蓋い，

一一．JJ一一一



後恥講君よ．′

釈義塩素、怒審問に、琴衝悪く、ぺ方正産で、クリ葵函冒。嘲るく詞もかに、

東署夜食てず1糸貫敏に生きてわきたい．

剰え　撃　を己の存在、とりわけ寄饗軋　敵忽東電それ尭大き怨ものとし、て

・・：・・・．　　1、・二、・●一　　‾こ．T．・一・：1－　・　　さ　●－一丁

怠る．内に嘩六なる剋塞臥せ、邑泰男と、頗健するエネルギーを衛

感た天象うろつ汚1ナ克恵で窃る二と。とろにたら竃い、だがしかし

鱗寒で、寮泰軋みクめた、薮卦な八軒であるようなを昆皿　せきいつ

毛存象へ蜃望め蔑餞忽衆やしてのくべーさで経ないでしょうかむ

木簡雲穴　大学生帯芯卑尊甘、すく∵鞋1てしまク　その上、檻み那須　から、

撃取天草を藩とh再のはこ年鑑ぞあろう．．そりゃ、ヰ合毛解雇義花

一年轡を、卒衆衆キ咋寒め時私　邸竜野河藍に摩ってくる棟に穴学

生轟亀鑑る薇ヒ、三野直札での首に恕曹しておこう，￥句ためには、

尭牽　たた濫窟生壁簿を鑑．るためら、スタ宝ナ乞、ちよっ七やそっと

で葛／筍めれ沿額な－努卒翰ヒ労える鷲琴の、寒寮を硬と義ノ駄句、憲

頗矩観を寮につけておし＼て欲し　い。舞像、寒々はこれらの条件を満

足さ仕査くて智者ノ＼菅しているのだから　文王野生の首に注、草野

あ、卒乗車キ車乗痺ら　しいものにしてやろう尊ヒいう野草硬変喧狩

麦ぬ藤に怒密しておこうB　一年位でいい残照がでろ拳などあり得な

いのどから。サ机よりも　つまめ患い車¢でも入線や、ガスグロや、

泉外にかけて尋あって、藩んでし、る牙が、穐寮という匂のであ為．

庫葦敏元　大学霞など牽けず七、琴鷹とノでレ一軒一泡乞やれ∴′

関都宙彦　礫ぼ憩い蜃枚落ち充　や　洛あることはあって車礫が属でありたい

奉りです　工織で巧任す牟軒富あきi簡短　ない㊨¢で　言．鞄瀞し

たムードを打破して下き叛木　骨啓女義教するというようなかムい蟹

がェ観に竜あってよいと貰います′

採宇摩乗　柊の一番言い害い華は－「呼野を大筋に礫スj　ヒいう寒である．

とちあかとし＼之は対顔短音本草に養っては＿　章毎巧萄箆鮒温ま子方が

詮か省針、つ妻ら患い挙生温竃ヒ超考と誓㌔＋寒贋参る牽世上竃茂

三号空行丁　上・倍広く色やめ奉老嬢鰊　ていくと繁簡に、クーくと1〟



クは魔窟たる資金毅浄′）麿1凝紅め葦薫断筆老輩′1て溝し■

韓最選のいくところまでやり焚くよ　に座執ける′ヾき室と。率土ジこ＿

を布置萄ヒ恕承るかでき射、朴は本人吹吋だ二

二・　　・　　　・　　　・

忽観、盈軌．　すす漉宅姿膝が牽〟で睾　連署に十倉鼠脅して、素食

の草生建一乾を、薬に唐桑あるものしして下ざい㌦

観竃　邑墾　ワコノル守∴軋

務田　泰衡　′監友電工

逆上　五盈　基衡産感魔

磯野　萄賀　来工繊大穴学驚しこ茸〕

こ、・・．・、・－　　∵▼　・‘、　■

天象　塾兜　衝轟否資産

珂喝　贋大　帝′ヒ柔工

碑河　　鹿　第一レース

養孝蚤藩萱　英和レナ」

木谷　疇一　口、ソクペリ　ソト

賓村　　里　丸紅飯野

小樽　〆兇　日本囁鴨

鱒簡　三河　三乗化成

鈴木　歓糞　嗜化戒

笥嫁　葵盤　頭セロ叱単

寄萄　裕介　天冒肇化

椅　　健一　一興電大鰐ベルで

団弘　解剖　常夫大牢乾し覆う

惑瀦　泰気　筒肇配布

千載　野矢　昌泰他案

土枚　六鱒　摩れナイロン

野甲　　虫　滴戸ペイ　ント

双賓　芳寒　呉羽北単

布簡　ノ駿章　夫寓肇工

機帝　宮宕　三、ソ監べlプレト

森田一　贋東　京天六学匠　と蟄ノ

松風　薬療　各軍鮪喝

亀崎　寵久　住牒いきM

山内　乾久　辱軍勢象

〆藤

－‘土三　－



議案確恕
私承りな蛙、茎逸刀＼ら　し∴せいウニkで、いよいよを

吐寒め喝ヒ額或る潔葬ですれ　G斜の墳篠いかが裏

重しでむおろ鶏　舎転ば哲治金繚乗を載走るつもり

でした照、、賓轟か東京6㌢、胃の冒を見るこ勤　ま

せんでした。テーマが大でつぼすぎて葺きにくかゥ

た巧か毛L机書せんり　お経が致します．

㌢机につけても、簡寮窃恵恵がもう少し簡膏に表

われろ殊、肇刀したいと漂い老女　等穐め御鱒珂ヒ

密監質忽お待ちし　まれ

参宮容儀下ざった奇々に確謝‾しつつ－　本年確勿礪

寮を軽づ著す　寮され産額困り囁希有勿衡健野盈姉

・　「

、＼　へ、、t、ゝ、へ、、、レ■、、、一　一、、・∵：土．一：む＿→ここご・こ：りノこここニ二・

子安笠烹昔主音蚤蓬三豊葦亙′≡S．三を葦葦蛋‡謡薫㌫三、二ミニ書邑慧ニ‥Yミさして∵ミニ：た、
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